
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

5

「地図の想像力」
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情
報との関係について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手
の立場や目的を考えながら、内容の
解釈を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

「地図の想像力」
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係
について理解を深められている。
【思考力、判断力、表現力等】
関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目
的を考えながら、内容の解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇

「一〇〇パーセントは正しくない科学」
【知識及び技能】
学術的な学習の基礎を学ぶために必要な語句の
量をふやしている。推論の仕方について理解を
深められている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

○ ○ ○

１
学
期

「一〇〇パーセントは正しくない科
学」
【知識及び技能】
学術的な学習の基礎を学ぶために必
要な語句の量をふやす。推論の仕方
について理解を深め使う。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開などを的確
に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「一〇〇パーセントは正しくない科
学」
人と世界を結ぶことばの働きを理解
する
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

・指導事項
「地図の想像力」
人と世界を結ぶことばの働きを理解
する
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

定期考査

「物語としての自己」
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識した
り説明したりすることを可能にする
働きがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
設定した題材に関連する複数の文章
を基に、必要な情報を関係づけて自
分の考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「物語としての自己」
ことばによって語るという行為の意
味を考える
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
一人一台端末を活用して、生徒同士
の意見の共有・検討をおこなう

〇

○ ○

〇

定期考査
○ ○

「物語としての自己」
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
設定した題材に関連する複数の文章を基に、必
要な情報を関係づけて自分の考えを深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

〇

〇

〇

【学びに向かう力、人間性等】

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、言
葉を通して他者や社会に関わろうとしている。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使おうとする。

国語 論理国語 2

態

論理国語国語

領域
評価規準 知

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けら
れている。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、他者
との関りの中で伝え合う力を高められている。

「論理国語」筑摩書房

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関りの中で伝え合う力を高めようとする。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨こうとする。

1

〇

○

○

○

5○

5

○

○ 〇

5

1

「物語るという欲望」
【知識及び技能】
文や文章の効果的な接続の仕方について理解を
深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や論理の展開、表現の仕方につい
て、多面的・多角的な視点から評価している。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

「物語るという欲望」
【知識及び技能】
文や文章の効果的な接続の仕方につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や論理の展開、表現の仕
方について、多面的・多角的な視点
から評価する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「物語るという欲望」
ことばによって語るという行為の意
味を考える
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

○



○ ○ 〇

定期考査

○ 〇

「近代の成立―遠近法」
【知識及び技能】
学術的な学習の基礎を学ぶために必要な語句の
量を増やし、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
学術的な学習の基礎に関する事柄について、書
き手の立場や論点などの視点から整理して、目
的や意図に応じた適切な題材を吟味している。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

「権力とは何か」
【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増やし、文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会について、文章の内容や
解釈を多様な論点や異なる価値観と
結びつけて、新たな観点から自分の
考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「権力とは何か」
偏見や先入観にとらわれない議論の
あり方を考える
日常に潜む問題を見つけ出す
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

○ 〇

定期考査

〇

「沖縄戦を聞く」
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
多面的・多角的な視点から自分の考
えを見直したり、根拠や吟味を重ね
たりして、主張を明確にする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「沖縄戦を聞く」
多面的な視点から文章を捉える
偏見や先入観にとらわれない議論の
あり方を考える
多面的な視点から文章を捉える
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

「ファンタジーワールドの誕生」【知識及び技
能】
情報を重要度や抽象度などによって階層化して
整理する方法について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会、自然について、文章の内容や解釈
を異なる価値観と結びつけて、新たな視点から
自分の考えを深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

「沖縄戦を聞く」
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の
形式など、文章の構成や展開の仕方について理
解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
多面的・多角的な視点から自分の考えを見直し
たり、根拠や吟味を重ねたりして、主張を明確
にしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

〇

２
学
期

「ファンタジーワールドの誕生」
【知識及び技能】
情報を重要度や抽象度などによって
階層化して整理する方法について理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会、自然について、文章の
内容や解釈を異なる価値観と結びつ
けて、新たな視点から自分の考えを
深める。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「ファンタジーワールドの誕生」
多面的な視点から文章を捉える
偏見や先入観にとらわれない議論の
あり方を考える
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

8

「権力とは何か」
【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増やし、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会について、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新たな観
点から自分の考えを深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

○ ○ ○ 7

1

○ ○ 〇 1

○

7

〇 〇

〇 〇 〇

「近代の成立―遠近法」
【知識及び技能】
学術的な学習の基礎を学ぶために必
要な語句の量を増やし、語感を磨き
語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
学術的な学習の基礎に関する事柄に
ついて、書き手の立場や論点などの
視点から整理して、目的や意図に応
じた適切な題材を吟味する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「近代の成立―遠近法」
偏見や先入観にとらわれない議論の
あり方を考える
日常に潜む問題を見つけ出す
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

○ ○ 7

〇

〇

〇



３
学
期

〇 〇

「ファッションの現象学」
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係
について理解を深められている。推論の仕方に
ついて理解を深められている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要
旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

〇〇〇 8

合計

70

8〇〇〇

〇 〇 〇 1

「ファッションの現象学」
【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情
報との関係について理解を深める。
推論の仕方について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
「ファッションの現象学」
身近な物事を分析し、その仕組みを
捉える
日常に潜む問題を見つけ出す
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

「男の絆、女たちの沈黙」
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。推論の仕方について理解を深められ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会について、文章の内容や解釈を多様
な論点や異なる価値観と結びつけて、新たな視
点から自分の考えを深められている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとしている。

〇〇

・指導事項
「男の絆、女たちの沈黙」
身近な物事を分析し、その仕組みを
捉える
日常に潜む問題を見つけ出す
・教材
教科書　国語便覧　「現代文キー
ワード読解」
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

「男の絆、女たちの沈黙」
【知識及び技能】
言葉には、言葉そのものを認識した
り説明したりすることを可能にする
働きがあることを理解する。推論の
仕方について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
人間、社会について、文章の内容や
解釈を多様な論点や異なる価値観と
結びつけて、新たな視点から自分の
考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

7

『唐宋八家文読本』「雑説」
【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用
漢字を書き、文や文章の中で使う。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，
言葉をとおして他者や社会に意欲的
に関わろうとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとお
して他者や社会に意欲的に関わろうとしてい
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特
有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式に
ついて、批評したり討論したりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとしている。

○ ○ ○

7
１
学
期

『伊勢物語』「あづま下り」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内
容や形式について、批評したり討論
したりする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
人との交わり
〇古人の生活や文化について理解を
深める。
〇古人にとっての歌の役割をとらえ
る。
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

・指導事項
文学と社会
〇寓意を含む文章や、当時の世相を
映した物語を読み、社会と文学との
関りを考える。
・教材
　教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「精選漢文」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

定期考査

「山月記」中島敦
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊か
にすること。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，
言葉をとおして他者や社会に意欲的
に関わろうとする。

・指導事項
近代小説１
〇登場人物の心情を表現に即して把
握し、主人公の内面と苦悩について
考える。
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

○ ○

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深め、
文章中で使うことを通して、語感を磨き語彙を
豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとお
して他者や社会に意欲的に関わろうとしてい
る。

〇

〇

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

「言語文化」（大修館書店）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

〇〇

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

発展言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 発展言語文化 2

態

発展言語文化国語

領域
評価規準 知

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

1

○

○

10○○

1

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

〇

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

○ 〇



「鞄」阿部公房
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにする。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
現代小説
〇寓意に注意しながら小説を読み、
「現代」という時代について考えを
深める。
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

○ 〇

定期考査

２
学
期

『平家物語』「木曽の最後」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知
識や体験の中から適切な題材を決
め、集めた材料のよさや味わいを吟
味して、表現したいことを明確にす
る。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
語り継がれる歴史
〇文体や表現によって、読者が受け
る印象の違いをとらえる
〇歴史的な記録と、語り伝えられる
物語との違いをとらえる
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

〇

○ ○

定期考査

○ 〇

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える
働きがあることを理解している。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。

【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開などについて叙述をもと
に的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとしている。

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特
有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知識や体験の
中から適切な題材を決め、集めた材料のよさや
味わいを吟味して、表現したいことを明確にし
ている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとしている。

5

1

○

〇 〇 〇 10

10

○ ○ 〇 1

〇

「こころ」夏目漱石
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにする。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方、表現の特色
について評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
近代小説２
〇人物の関係と心情を的確に捉え、
人の心のありようについて考えを深
める。
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

〇 〇

『十八史略』「臥薪嘗胆」
【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
る。
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。

【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
現代に生きる言葉
〇故事成語の意味や背景について理
解を深める
〇作者が話に込めた意図を読み取る
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　「精選漢文」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

○ ○ 10

〇 〇

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深め、
文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、
表現の仕方、表現の特色について評価してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとしている。

〇〇

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深め、
文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語
彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとしている。

○ ○ ○



３
学
期

定期考査

6〇〇〇

合計

70

〇 〇 〇 1

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特
有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知識や体験の
中から適切な題材を決め、集めた材料のよさや
味わいを吟味して、表現したいことを明確にし
ている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。
・「読むこと」において、文章の構成や展開、
表現の仕方、表現の特色について評価してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとしている。

〇〇

・指導事項
旅と人生
〇古人の旅の状況についてりかいす
る
〇旅における人々の心情をとらえ、
それらがどのように表現されている
かを味わう。
・教材
  教科書
　｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント
・一人１台端末の活用　等
生徒間の意見の共有・検討を一人１
台端末を活用しておこなう

『おくの細道』「旅立ち」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知
識や体験の中から適切な題材を決
め、集めた材料のよさや味わいを吟
味して、表現したいことを明確にす
る。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方、表現の特色
について評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉が持つ価値への認識を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度 　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・民主政治の誕生の歴史を通し
て、人権の意義や国家のあり方に
ついて考える。

・社会契約説の思想を理解し、現
代の政治制度とのつながりについ
て考える。

・歴史的な文書を通し、人権の発
展について考え、現代における国
際化した人権の課題について考え
る。

【知識・技能】
人権の概念が確立されていった歴史を資料を
通して理解する。
【思考・判断・表現】
思想家の主張について、比較検討をすること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○ ○

定期考査
○ ○

・ソクラテス、プラトン、アリス
トテレスの思想の共通点と相違点
を考えることを通し、ギリシャ哲
学が重視する点とそれぞれの思想
を特徴を理解する。

・ドイツ観念論の思想を通し、多
様な「自由」の定義について考察
する。

・社会における「善」のあり方を
考えると共に、現代社会の社会制
度の背景となる思想を理解する。

【知識・技能】
過去の哲学者の思想を理解する。
【思考・判断・表現】
思想がどのように現代の社会に反映されてい
るかを考え、具体例を例示することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○

〇 1

第２編　第４章　日本国憲法と国民
生活
基本的人権の保障
人権の広がり
選挙と政党
【知識及び技能】
判例を通して、人権の意義を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
判例などの資料から人権保障の考え
方を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・基本的人権の保障について、判
例や事例を通して理解する。

・「新しい人権」をめぐる議論に
ついて考える。

・日本の選挙の仕組みと課題、そ
の課題が生まれた背景について理
解する。

【知識・技能】
判例を通して、人権の意義を理解する。
【思考・判断・表現】
判例などの資料から人権保障の考え方を読み
取ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○ ○ ○ 8

○

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

第２編　第１章　青年期と自己形成
人間とは何か
青年期と自己形成の課題
職業生活と社会参加
【知識及び技能】
過去の哲学者や心理学者の主張を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分自身の感覚と提示された概念の
関連性を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・青年期の成立および解釈を通し
て、現代社会における青年期の意
義を理解する。

・実体験を通し、青年期における
心理的な変化を考え、青年期にお
ける課題の重要性について理解す
る。

・青年期における自己形成の過程
を理解し、哲学者の視点を通して
「自分らしさ」について考える。

【知識・技能】
過去の哲学者や心理学の主張を理解する。
【思考・判断・表現】
自分自身の感覚と提示された概念の関連性を
表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○ ○ ○ 4

第２編　第２章　他者と共生きる倫
理
ギリシャの思想
人間の自由
個人と社会
【知識及び技能】
過去の哲学者の思想を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
思想がどのように現代の社会に反映
されているかを考え、具体例を例示
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２編　第３章　現代の国家と民主
政治
人権保障の発展と現代社会
【知識及び技能】
人権の概念が確立されていった歴史
を資料を通して理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
思想家の主張について、比較検討を
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

○

〇

6

定期考査

社会的な事象を理解する上での基礎的な知識および資料を読み取る技能を身に付ける。

社会的な課題に直面している人々の立場に立
ち、多角的・多面的な視点で物事を捉えようと
する姿勢を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の社会における社会制度などの背景にある
思想や理念を理解した上で、歴史的な資料や法
的な文章、経済指標などのデータを正確に読み
取る力を身に付ける。

現代の社会的課題に対して、法的な文章や経済
指標、過去の思想家の主張などを踏まえた上で
自分なりの意見を持つことができる。

『詳述公共』（実教出版）

公民

社会的課題に対して、資料やデータに基づき、自分なりの考えを持つ力を身に付ける。

自分とは立場や環境が異なる人々の視点を想像しつつ、社会的な課題について考える姿勢を身に付ける。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

府中



３
学
期

第６章　国際経済の動向と課題
経済のグローバル化と金融危機
地域経済統合と新興国
ODAと経済協力
【知識及び技能】
現代社会における国際経済の課題に
ついて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
国際社会が抱える課題について、そ
の課題への対策を考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・現代の経済のグローバル化につ
いて理解し、その仕組みが抱える
リスクについて考える。

・国際的な経済格差と地球環境問
題の関連性を通して、国際協力の
重要性について考える。

【知識・技能】
現代社会における国際経済の課題について理
解することができる。
【思考・判断・表現】
国際社会が抱える課題について、その課題へ
の対策を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。 〇 〇

２
学
期

第２編　第４章　日本国憲法と国民
生活
平和主義と日本の安全
【知識及び技能】
９条の理念および日本の平和安全法
制の現状を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の平和主義と実際の日本の平和
法制における課題について意見を持
つことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・９条の解釈をめぐる議論を通し
て、日本の平和主義について考え
る。

・自衛隊のあり方について、過去
の事例を通して考える。

【知識・技能】
９条の理念および日本の平和安全法制の現状
を理解する。
【思考・判断・表現】
日本の平和主義と実際の日本の平和法制にお
ける課題について意見を持つことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。 ○

70

○ ○ 〇 1

定期考査 ○ ○

〇 17

1

合計

〇 1

第２編　第６章　現代の経済社会と
政府の役割
政府の役割と財政・租税
金融機関の働き
【知識及び技能】
経済における政府と金融機関の役割
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　財
政政策および金融政策の仕組みを理
解した上で、その効果について考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・財政が持つ機能と目的を理解し
た上で、現在、政府が行っている
政策の意味について考える。

・金融機関の役割を理解した上
で、日本銀行が行う金融政策の意
味を考える。

【知識・技能】
経済における政府と金融機関の役割を理解す
る。
【思考・判断・表現】
財政政策および金融政策の仕組みを理解した
上で、その効果について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○ ○ ○ 6

○ ○ 4

第２編　第６章　現代の経済社会と
政府の役割
経済社会の形成と変容
市場のしくみ
現代の企業
経済成長と景気変動
【知識及び技能】
経済の主体や仕組みなどを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
与えられたデータを読み取り、どの
ような事実を示しているのかを判断
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・市場における価格決定の仕組み
と市場の失敗の事例を理解する。

・現代の企業のあり方を考えた上
で、投資の役割について考える。

・経済成長と景気変動の仕組みの
理解し、現在の日本の経済につい
て考える。

【知識・技能】
経済の主体や仕組みなどを理解する。
【思考・判断・表現】
与えられたデータを読み取り、どのような事
実を示しているのかを判断することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○ ○ ○ 6

第２編　第７章　経済活動のあり方
と国民福祉
社会保障
消費者の権利
【知識及び技能】
現代社会における社会制度の歴史を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会の社会制度の抱える課題に
ついて、その対策を考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を傾聴し、多様な立場が
あることを理解する。

・社会保障の意義と仕組みについ
て理解する。

・日本が抱える社会保障制度の課
題について理解し、今後のあり方
について考える。

・消費者の権利について、現代の
課題を考える。

【知識・技能】
現代社会における社会制度の歴史を理解す
る。
【思考・判断・表現】
現代社会の社会制度の抱える課題について、
その対策を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の意見を傾聴し、多様な立場があること
を理解する。

○ ○ ○ 8

定期考査

〇
定期考査

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

古代の国家・社会の展開と画期
・小説日本史図説
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
国家の形成と古墳文化，律令体制の成立過程
と諸文化の形成などを基に，原始から古代の
政治・社会や文化の特色を理解すること
【思考・判断・表現】
中国大陸・朝鮮半島との関係，隋・唐など中
国王朝との関係と政治や文化への影響などに
着目して，主題を設定し，小国の形成と連
合，古代の国家の形成の過程について，事象
の意味や意義，関係性などを多面的・多角的
に考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史
の画期などを根拠を示して表現する
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

歴史資料と原始・古代の展望
・小説日本史図説
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　原始・古代の特色を示す適切な歴史資料を
基に，資料から歴史に関わる情報を収集し，
読み取みとる技能を身に付けること
【思考・判断・表現】
歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み
取れる情報から，原始・古代の特色について
多面的・多角的に考察し，仮説を表現するこ
と
【主体的に学習に取り組む態度】

○

14

定期考査 ○

○ ○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

A 単元
黎明期の日本列島と歴史的環境
【知識及び技能】
旧石器文化から縄文文化への変化，
弥生文化の成立などを基に，黎れい
明期の日本列島の歴史的環境と文化
の形成，原始社会の特色を理解する
こと
【思考力、判断力、表現力等】
自然環境と人間の生活との関わり，
中国大陸・朝鮮半島などアジア及び
太平洋地域との関係，
狩猟採集社会から農耕社会への変化
などに着目して，環境への適応と文
化の形成について，多面的・多角的
に考察し，表現すること

黎明期の日本列島と歴史的環境
・小説日本史図説
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　旧石器文化から縄文文化への変化，弥
生文化の成立などを基に，黎明期の日本列島
の歴史的環境と文化の形成，原始社会の特色
を理解すること
【思考・判断・表現】
黎明期の日本列島の変化に着目して，原始社
会の特色について多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現すること
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 6

B 単元
歴史資料と原始・古代の展望
【知識及び技能】
　原始・古代の特色を示す適切な歴
史資料を基に，資料から歴史に関わ
る情報を収集し，読み取みとる技能
を身に付けること
【思考力、判断力、表現力等】
歴史資料の特性を踏まえ，資料を通
して読み取れる情報から，原始・古
代の特色について多面
的・多角的に考察し，仮説を表現す
ること

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元
古代の国家・社会の展開と画期

【知識及び技能】
国家の形成と古墳文化，律令体制の
成立過程と諸文化の形成などを基

に，原始から古代の政治・社会や文
化の特色を理解すること

【思考力、判断力、表現力等】
中国大陸・朝鮮半島との関係，隋・
唐など中国王朝との関係と政治や文
化への影響などに着目して，主題を
設定し，小国の形成と連合，古代の
国家の形成の過程について，事象の
意味や意義，関係性などを多面的・
多角的に考察し，歴史に関わる諸事
象の解釈や歴史の画期などを根拠を

示して表現する

○

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

日本の歴史の展開に関わる諸事象について，よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究
しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される日本
や他国、他国の文化を尊重することの大切さに
ついての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日本の歴史の展開に関わる諸事象について，地
理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的
に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国
の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

日本の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，
伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，
比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着
目して，概念などを活用して多面的・多角的に
考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決
を視野に入れて構想したりする力を養う。

詳説日本史　日本史探究

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して、日本や他国、他国の文化を尊重することの大切
さについての自覚などを深める。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

F　単元
中世の国家・社会の展開と画期【知
識・技能】
　武家政権の成立と展開，産業の発
達，宗教や文化の展開などを基に，
武家政権の伸張，社会や文化の特色
を理解すること
【思考・判断・表現】
公武関係の変化，宋・元（モンゴル
帝国）などユーラシアとの交流と経
済や文化への影響などに着目して，
主題を設定し，中世の国家・社会の
展開について，事象の意味や意義，
関係性などを多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴
史の画期などを根拠を示して表現す
ること

中世の国家・社会の展開と画期
・小説日本史図説
・一人１台端末の活用　等

　武家政権の成立と展開，産業の発達，宗教
や文化の展開などを基に，武家政権の伸張，
社会や
文化の特色を理解すること
【思考・判断・表現】
公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝国）な
どユーラシアとの交流と経済や文化への影響
などに着目して，主題を設定し，中世の国
家・社会の展開について，事象の意味や意
義，関係性などを多面的・多角的に考察し，
歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期など
を根拠を示して表現すること
【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

２
学
期

E 単元
歴史資料と中世の展望
【知識・技能】
　中世の特色を示す適切な歴史資料
を基に，資料から歴史に関わる情報
を収集し，読み取る技能を身に付け
ること
【思考・判断・表現】
歴史資料の特性を踏まえ，資料を通
して読み取れる情報から，中世の特
色について多面的・多
角的に考察し，仮説を表現すること

歴史資料と中世の展望
・小説日本史図説
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　中世の特色を示す適切な歴史資料を基に，
資料から歴史に関わる情報を収集し，読み取
る技能を身に付けること
【思考・判断・表現】
歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み
取れる情報から，中世の特色について多面
的・多角的に考察し，仮説を表現すること

〇 〇

定期考査
○ ○

〇 26

定期考査

〇 36

定期考査 2

1

1

D 単元
中世への転換と歴史的環境
【知識及び技能】
貴族政治の変容と武士の政治進出，
土地支配の変容などを基に，古代か
ら中世への時代の転換を理解するこ
と
【思考力、判断力、表現力等】
権力の主体の変化，東アジアとの関
わりなどに着目して，古代から中世
の国家・社会の変容を
多面的・多角的に考察し，表現する
こと

中世への転換と歴史的環境
・小説日本史図説
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配
の変容などを基に，古代から中世への時代の
転換を理解すること
【思考・判断・表現】
権力の主体の変化，東アジアとの関わりなど
に着目して，古代から中世の国家・社会の変
容を多面的・多角的に考察し，表現すること
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 9



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

  世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸
事象について、よりよい社会の実現を視野に課
題を主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに、多面的・多角的な考察や深い理解を通し
て涵養される日本国民としての自覚、我が国の
歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重す
ることの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 世界史基礎
地理歴史 世界史基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象に
ついて、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら
理解するとともに、諸資料から世界の歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したりする力を養う。

詳説世界史　世界史探求

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の
国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

世界史基礎

配当
時数

１
学
期

地球環境からみる人類の歴史
【知識及び技能】
人類の誕生と地球規模での拡散・移動を
基に、人類の歴史と地球環境との関わり
を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
 諸事象を捉えるための時間の尺度や、
諸事象の空間的な広がりに着目し、主題
を設定し、地球の歴史における人類の歴
史の位置と人類の特性を考察し、表現す
る。

人類の誕生と地球規模での拡散・移
動を基に、人類の歴史と地球環境と
の関わりを指導する。

・教科書、図録、用語集の活用

・一人１台端末の活用
　パワーポイント作成

地球環境からみる人類の歴史
【知識及び技能】
人類の誕生と地球規模での拡散・移動を基に、
人類の歴史と地球環境との関わりを理解できて
いる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
 諸事象を捉えるための時間の尺度や、諸事象
の空間的な広がりに着目し、主題を設定し、地
球の歴史における人類の歴史の位置と人類の特
性を考察し、表現できている。

○ ○ 5

古代文明の歴史的特質
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたり
する技能を身に付ける。
オリエント文明、インダス文明、中華文
明などを基に、古代文明の歴史的特質を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
古代文明に関わる諸事象の背景や原因、
結果や影響、事象相互の関連などに着目
し、主題を設定し、諸資料を比較したり
関連付けたりして読み解き、自然環境と
生活や文化との関連性、農耕・牧畜の意
義などを多面的・多角的に考察し、表現
する
【学びに向かう力、人間性等】
諸地域の歴史的特質を構造的に捉えるこ
とができることに気付く。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

○

10

定期考査 ○

古代文明の歴史的特質
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技
能を身に付ける。
オリエント文明、インダス文明、中華文明など
を基に、古代文明の歴史的特質を理解できてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
古代文明に関わる諸事象の背景や原因、結果や
影響、事象相互の関連などに着目し、主題を設
定し、諸資料を比較したり関連付けたりして読
み解き、自然環境と生活や文化との関連性、農
耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考察
し、表現できている
【学びに向かう力、人間性等】
諸地域の歴史的特質を構造的に捉えることがで
きることに気づいている。

1

○ ○ ○ 8

諸地域の歴史的特質
【知識及び技能】
秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の動
向、仏教の成立とヒンドゥー教、南アジ
アと東南アジアの諸国家、西アジアと地
中海周辺の諸国家、キリスト教とイス
ラームの成立とそれらを基盤とした国家
の形成を基に諸地域の歴史的特質を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　東アジアと中央ユーラシア、南アジア
と東南アジア、  西アジアと地中海周辺
のそれぞれについてる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象
相互の関連、諸地域相互の関わりなどに
着目し、主題を設定し、諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き、を多面
的・多角的に考察し、表現する
【学びに向かう力、人間性等】
国家と宗教の関係や、文化や宗教が人々
の暮らしに与えた影響、異
なる宗教の共存に気付く。

秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の
動向、仏教の成立とヒンドゥー教、
南アジアと東南アジアの諸国家、西
アジアと地中海周辺の諸国家、キリ
スト教とイスラームの成立とそれら
を基盤とした国家の形成を基に諸地
域の歴史的特質を指導する。

・教科書、図録、用語集の活用

・一人１台端末の活用
　パワーポイント作成

諸地域の歴史的特質
【知識及び技能】
秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の動向、仏教
の成立とヒンドゥー教、南アジアと東南アジア
の諸国家、西アジアと地中海周辺の諸国家、キ
リスト教とイスラームの成立とそれらを基
盤とした国家の形成を基に諸地域の歴史的特質
を理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
　東アジアと中央ユーラシア、南アジアと東南
アジア、  西アジアと地中海周辺のそれぞれに
ついてる諸事象の背景や原因、結果や影響、事
象
相互の関連、諸地域相互の関わりなどに着目
し、主題を設定し、諸資料を比較したり関連付
けたりして読み解き、を多面的・多角的に考察
し、表現できている
【学びに向かう力、人間性等】
国家と宗教の関係や、文化や宗教が人々の暮ら
しに与えた影響、異なる宗教の共存に気づいて
いる。

○ ○

定期考査
○ ○

生業、身分・階級、王権、宗教、文
化・思想などに関する資料を活用
し、課題を追究したり解決したりす
る活動を通して、生きる力を身に付
けることができるよう指導する。

・教科書、図録、用語集の活用

・一人１台端末の活用
　パワーポイント作成

【 知　識　及　び　技　能 】



○ ○
定期考査

1

結び付くユーラシアと諸地域
【知識及び技能】
西アジア社会の動向とアフリカ・アジア
へのイスラームの伝播、ヨーロッパ封建
社会とその展開、宋の社会とモンゴル帝
国の拡大などを基に、海域と内陸にわた
る諸地域の交流の広がりを構造的に理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　諸地域へのイスラームの拡大の要因、
ヨーロッパの
社会や文化の特色、中国社会の特徴やモ
ンゴル帝国が果たした役割などを多面
的・多角的に考察し、表現する
【学びに向かう力、人間性等】
国家と宗教の関係や、文化や宗教が人々
の暮らしに与えた影響、異
なる宗教の共存に気付く。

14

1

○ ○

〇 〇

３
学
期

○ 16

○ 12

諸地域の歴史的特質
【知識及び技能】
秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の動
向、仏教の成立とヒンドゥー教、南アジ
アと東南アジアの諸国家、西アジアと地
中海周辺の諸国家、キリスト教とイス
ラームの成立とそれらを基盤とした国家
の形成を基に諸地域の歴史的特質を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　東アジアと中央ユーラシア、南アジア
と東南アジア、  西アジアと地中海周辺
のそれぞれについてる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関連、諸地
域相互の関わりなどに着目し、主題を設
定し、諸資料を比較したり関連付けたり
して読み解き、を多面的・多角的に考察
し、表現する
【学びに向かう力、人間性等】
国家と宗教の関係や、文化や宗教が人々
の暮らしに与えた影響、異なる宗教の共

秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の
動向、仏教の成立とヒンドゥー教、
南アジアと東南アジアの諸国家、西
アジアと地中海周辺の諸国家、キリ
スト教とイスラームの成立とそれら
を基盤とした国家の形成を基に諸地
域の歴史的特質を指導する。

・教科書、図録、用語集の活用

・一人１台端末の活用
　パワーポイント作成

【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技
能を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力】
諸地域の交流・再編に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関連、諸地域相互
のつながりなどに着目し、諸地域の交流・再編
を読み解く観点について考察し、問いを表現で
きている。

定期考査
○ ○ 1

【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたり
する技能を身に付けること。
【思考力・判断力・表現力】
諸地域の交流・再編に関わる諸事象の背
景や原因、結果や影響、事象相互の
関連、諸地域相互のつながりなどに着目
し、諸地域の交流・再編を読み解く観点
について考察し、問いを表現する。

交易の拡大、都市の発達、国家体制
の変化、宗教や科学・技術及び文
化・思想の伝播などに関する資料を
活用し、課題を追究したり解決した
りする活動を通して指導する。

結び付くユーラシアと諸地域
【知識及び技能】
西アジア社会の動向とアフリカ・アジアへのイ
スラームの伝播、ヨーロッパ封建社会とその展
開、宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基
に、海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がり
を構造的に理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
　諸地域へのイスラームの拡大の要因、ヨー
ロッパの社会や文化の特色、中国社会の特徴や
モンゴル帝国が果たした役割などを多面的・多
角的に考察し、表現できている
【学びに向かう力、人間性等】
国家と宗教の関係や、文化や宗教が人々の暮ら
しに与えた影響、異なる宗教の共存に気づいて
いる。

○ ○

２
学
期

西アジア社会の動向とアフリカ・ア
ジアへのイスラームの伝播、ヨー
ロッパ封建社会とその展開、宋の社
会とモンゴル帝国の拡大などを基
に、海域と内陸にわたる諸地域の交
流の広がりを構造的に指導する。

・教科書、図録、用語集の活用

・一人１台端末の活用
　パワーポイント作成

諸地域の歴史的特質
【知識及び技能】
秦・漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の動向、仏教
の成立とヒンドゥー教、南アジアと東南アジア
の諸国家、西アジアと地中海周辺の諸国家、キ
リスト教とイスラームの成立とそれらを基盤と
した国家の形成を基に諸地域の歴史的特質を理
解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
　東アジアと中央ユーラシア、南アジアと東南
アジア、  西アジアと地中海周辺のそれぞれに
ついてる諸事象の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連、諸地域相互の関わりなどに着目
し、主題を設定し、諸資料を比較したり関連付
けたりして読み解き、を多面的・多角的に考察
し、表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
国家と宗教の関係や、文化や宗教が人々の暮ら
しに与えた影響、異なる宗教の共存に気づいて
いる。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度          教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学の基本的概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に解釈し表現・処理する技能を身につける。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が
成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関
係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に

NEXT　数学Ⅱ　【数研出版】

数学

数学を活用して、事象および事象間の関係を論理的に考察し、簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

積極的に数学を活用する態度、問題解決の過程を振り返り評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 9

8

配当
時数

１
学
期

数の範囲を複素数まで拡張する意義
を理解し，複素数の計算ができるよ
うにする。また，複素数を用いて，
1次方程式やその解についてより一
般的に考察できるようにする。

第２章　第１節
　複素数と２次方程式の解

【知識・技能】
◎複素数に関する用語の定義および複素数の
相等の定義を理解している。
○複素数の加法，減法，乗法の計算ができ
る。
◎共役複素数の定義を理解し，それを利用し
て複素数の除法の計算ができる。
◎負の数の平方根について理解し，それらを
含む式の計算ができる。

○ ○ ○ 8

高次方程式を，因数分解などの方法
でより低い次数の方程式に帰着する
ことで解いたり，その解について考
察したりできるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

座標や式を用いて，点や直線につい
てその性質や関係を数学的に表現で
きるようにし，その有用性を認識す
るとともに，事象の考察に活用でき
るようにする。

○

第３章　第２節
　円

第３章　第３節
　軌跡と領域

【知識・技能】
○中心の座標と半径から円の方程式を求める
ことができる。また，円の方程式から中心の
座標と半径を求めることができる。
◎x，yの2次方程式を変形して，その方程式が
表す図形を調べることができる。
◎3点を通る円の方程式を求めることができ
る。
○円と直線の共有点の座標を求めることがで

○ ○ ○

○

7

定期考査 ○

【知識・技能】
○剰余の定理を利用して，多項式を1次式で
割った余りを求めたり，余りから係数を求め
たりできる。
◎因数定理について理解し，それを利用して
高次式を因数分解できる。
○因数分解を利用して，高次方程式を解くこ
とができる。
○高次方程式の2重解，3重解について理解し

○ 10

加法定理および加法定理から導かれ
る様々な定理を理解し，それらを事
象の考察に活用できるようにする。

第４章　第２節
　加法定理

【知識・技能】
◎加法定理を利用して，正弦，余弦の値を求
めることができる。
○加法定理を利用して，正接の値を求めるこ
とができる。
◎正接の加法定理を利用して，2直線のなす鋭
角を求めることができる。
◎2倍角の公式を利用して，三角関数の値を求
めることができる。

○ ○ ○ 10

1

座標や式を用いて，円についてその
性質を数学的に表現できるように
し，直線との関係，円どうしの関係
など事象の考察に活用できるように
する。
図形を与えられた条件を満たす点の
集合として認識し，軌跡の方程式が
求められるようにする。また，不等
式を満たす点の集合が座標平面上の

２
学
期

角の概念を一般角まで拡張して，三
角関数に関する様々な性質や式とグ
ラフの関係について理解し，それら
を多面的に考察できるようにする。

第４章　第１節
　三角関数

【知識・技能】
◎一般角について理解し，一般角を表す動径
を図示したり，動径の表す角をα＋360°×n
と表したりできる。
◎弧度法の定義を理解し，度数法と弧度法の
換算ができる。また，動径が表す角について
弧度法で考えることができる。
◎扇形の弧の長さと面積を，公式を用いて求
めることができる。

○ ○

第３章　第１節
　点と直線

【知識・技能】
◎数直線上の2点間の距離を求めることができ
る。
◎数直線上の内分点，外分点の座標を求める
ことができる。
○座標平面上の2点間の距離を求めることがで
きる。
◎座標平面上の線分の内分点，外分点の座標
を求めることができる。

○ ○

定期考査
○ ○

第２章　第２節
　高次方程式

定期考査 ○ ○ 1

指数を実数まで拡張する意義を理解
し，指数関数を事象の考察に活用で
きるようにする。

第５章　第１節
　指数関数

【知識・技能】
◎指数が整数の場合の累乗の定義を理解し，
累乗の計算や，指数法則を用いた計算をする
ことができる。
◎累乗根の定義や性質を理解し，累乗根の値
を求めたり計算したりすることができる。
◎指数が有理数の場合の累乗の定義を理解
し，累乗の計算や，指数法則を用いた計算を
することができる。

○ ○ ○ 9

対数の定義とその性質を理解し，対
数関数，特に常用対数を事象の考察
に活用できるようにする。

第５章　第２節
　対数関数

【知識・技能】
○指数と対数を相互に書き換えることができ
る。
◎対数の定義を理解し，対数の値を求めるこ
とができる。
◎対数の性質に基づいて，種々の対数の値の
計算ができる。
◎底の変換公式を適用することができる。
◎対数関数のグラフの特徴を理解し，グラフ

○ ○ ○ 10



○ 11

定期考査

○ ○

1
合計

105

３
学
期

微分係数や導関数の意味について理
解し，多項式で表された関数の導関
数が求められるようにする。また，
関数のグラフの接線が求められるよ
うにする。

第６章　第１節
　微分法と導関数

【知識・技能】
◎平均変化率の定義を理解し，それを求める
ことができる。
◎関数の極限値の意味を直感的に理解し，そ
れを求めることができる。
○定義に従って関数の微分係数を求めること
ができる。
◎微分係数の図形的な意味を理解し，接線の
傾きを求めることができる。

○ ○

導関数を用いて，関数の値の増減が
調べられるようにする。また，それ
を用いて関数のグラフをかいたり，
さらにグラフを様々な事象の考察に
活用したりできるようにする。
不定積分や定積分について理解し，
それらの有用性を認識するととも
に，定積分を用いてグラフで囲まれ
た図形の面積が求められるようにす

第６章　第２節
　関数の値の変化

第６章　第３節
　積分法

【知識・技能】
◎導関数を利用して，関数の増減を調べるこ
とができる。
◎導関数を利用して，関数の極値を求めた
り，グラフをかいたりすることができる。
◎関数の極値が与えられたとき，関数を決定
することができる。
◎導関数を利用して，関数の最大値・最小値
を求めることができる。

○ ○ ○ 18

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度          教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

定期考査
○ ○

○

３
学
期

母集団と標本，標本調査について理
解し，特に標本平均については，そ
れが確率変数であることを正しく理
解した上で考察できるようにする。
また，母平均や母比率の推定，正規
分布を用いた仮説検定ができるよう
にし，それらを日常の事象の考察や
様々な判断に積極的に活用しようと
する態度を育てる。

第２章　第２節
　統計的な推測

【知識・技能】
◎全数調査と標本調査について理解してい
る。
◎無作為標本の抽出ができる。
◎母集団分布について理解し，母平均や母標
準偏差を求めることができる。
○標本平均が確率変数であることを理解して
いる。
◎標本平均の期待値と標準偏差を求めること
ができる。
◎標本平均の分布を正規分布で近似して確率
を求めることができる。
◎標本比率が二項分布に従う仕組みを理解
し，正規分布で近似することで標本比率につ
いての確率を求めることができる。
○信頼区間の意味を正確に理解している。
◎母平均に対する信頼区間を求めることがで

○

定期考査 ○

２
学
期

確率変数と確率分布について理解
し，期待値や分散，標準偏差などを
求めることを通じて，分布の特徴を
把握できるようにする。また，連続
型確率変数についても理解し，正規
分布を様々な日常の事象の考察に活
用できるようにする。

第２章　第１節
　確率分布

【知識・技能】
◎反復試行の結果を二項分布と捉え，記号で
表すことができる。
◎二項分布に従う確率変数の期待値，分散，
標準偏差を求めることができる。
◎確率密度関数や分布曲線の定義を理解し，
連続型確率変数について，確率を求めること
ができる。
○正規分布曲線の特徴を理解している。
○一般の正規分布に従う確率変数を標準正規
分布に従う確率変数に変換することができ
る。
○標準正規分布に従う確率変数について，正
規分布表を用いて確率を求めることができ
る。
◎一般の正規分布に従う確率変数について，
正規分布表を用いて確率を求めることができ
る。

○

○

1
問題演習

○ ○

態

【 知　識　及　び　技　能 】数学の基本的概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に解釈し表現・処理する技能を身につける。

配当
時数

１
学
期

○ 12

○ 10

合計

35

1

1

○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

確率変数と確率分布について理解
し，期待値や分散，標準偏差などを
求めることを通じて，分布の特徴を
把握できるようにする。また，連続
型確率変数についても理解し，正規
分布を様々な日常の事象の考察に活
用できるようにする。

第２章　第１節
　確率分布

【知識・技能】
○確率変数や確率分布について，用語の意味
を理解している。
◎簡単な試行について，確率変数の確率分布
を求めることができる。
◎確率変数の期待値を求めることができる。
◎確率変数Xについて，aX＋bも確率変数であ
ることを理解し，その期待値を公式を用いて
求めることができる。
○確率変数Xについて，X2も確率変数であるこ
とを理解し，その期待値を求めることができ
る。
◎確率変数の分散，標準偏差を，定義から求
めることができる。また，分散と期待値の公
式を用いて求めることができる。
◎確率変数aX＋bの分散，標準偏差を，公式を
用いて求めることができる。

○ ○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B

統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を
推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に
考察したりする力を養う。

数学 数学B 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

NEXT　数学B　【数研出版】

数学

数学を活用して、事象および事象間の関係を論理的に考察し、簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

積極的に数学を活用する態度、問題解決の過程を振り返り評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。

数学B



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度          教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 10

２
学
期

位置ベクトルについて理解し，位置
ベクトルを図形の性質を調べるのに
活用できるようにする。また，図形
をベクトルを用いて表せることを理
解し，基本的な図形のベクトル方程
式を求めたり，ベクトル方程式が表
す図形を求めたりできるようにす
る。

第１章　第２節
　ベクトルと平面図形

第２章
　空間ベクトル

【知識・技能】
○位置ベクトルがある条件を満たすような点
全体の集合がある図形となることを理解して
いる。
◎直線のベクトル方程式について，媒介変数
を用いて表すことができる。
◎通る1点と法線ベクトルから直線が定まるこ
とを理解し，具体的に直線の方程式を求める
ことができる。
◎円のベクトル方程式から，その中心の位置
ベクトルや半径を求めることができる。
◎空間における点の表し方を理解し，座標平
面や座標軸，原点に関して対称な点の座標を
求めることができる。
◎空間の点と原点との距離が求められるよう
になる。
【思考・表現・判断】

○ ○

第１章　第１節
　ベクトルとその演算

第１章　第２節
　ベクトルと平面図形

【知識・技能】
○内積が実数であることを理解している。
◎ベクトルの内積の定義を理解し，内積を求
めることができる。
◎成分表示されたベクトルの内積を求めるこ
とができる。
◎成分表示された2つのベクトルのなす角を，
内積を用いて求めることができる。
○ベクトルの垂直条件を理解し，成分を定め
ることができる。
○三角形の面積がベクトルを用いて求められ
る。
○点の位置を，基準となる点と1つのベクトル
を用いて表すことができることを理解してい
る。
◎ベクトルを点の位置ベクトルで表すことが
できる。

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査

○

○ 10

1

○ ○ 1

平面上のベクトルの拡張として空間
のベクトルを捉え，空間図形の性質
の考察などに活用できるようにす
る。また，それに関連して，座標空
間における点や図形について考察で
きるようにする。

第２章
　空間ベクトル

【知識・技能】
○平面上のベクトルについての種々の定義や
性質などは，空間においても同様に成り立つ
ことを理解している。
○空間図形の中で，等しいベクトルや逆ベク
トルを探すことができる。
◎空間図形において，ベクトルの和や差を考
えることができる。
◎空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で
1通りに表されることを理解し，具体的なベク
トルを3つのベクトルで表すことができる。
◎ベクトルの成分表示について，平面上のベ
クトルの拡張になっていることを理解し，ベ
クトルが等しくなるように成分を定めたり，
成分表示されたベクトルの大きさを求めたり
することができる。
◎成分表示された空間のベクトルの演算がで

○

配当
時数

１
学
期

向きと大きさをもつ量としてのベク
トルの意味およびその演算について
理解し，成分表示も含めてベクトル
の演算ができるようにする。また，
ベクトルの内積について理解し，平
面上のベクトルのなす角について考
察できるようにする。

第１章　第１節
　ベクトルとその演算

【知識・技能】
○有向線分を用いたベクトルの定義や表し方
を理解している。
◎ベクトルの相等や逆ベクトルの定義を理解
し，図の中から探すことができる。
○ベクトルの和の定義を理解し，それを図示
できる。
◎ベクトルの和の計算ができる。
○ベクトルの差の定義を理解し，それを図示
できる。
◎ベクトルの差の計算ができる。
○ベクトルの実数倍の定義を理解し，式で表
現できる。
◎ベクトルの実数倍の性質をもとに，ベクト
ルの演算ができる。
◎ベクトルの平行条件を理解し，平行なベク

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

向きと大きさをもつ量としてのベク
トルの意味およびその演算について
理解し，成分表示も含めてベクトル
の演算ができるようにする。また，
ベクトルの内積について理解し，平
面上のベクトルのなす角について考
察できるようにする。

○

○

10

定期考査

数学の基本的概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に解釈し表現・処理する技能を身につける。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，数学的な表現の工夫について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形
的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目し，そ
れらの性質を統合的・発展的に考察する力，数学的な表
現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養
う。

NEXT　数学Ｃ　【数研出版】

数学

数学を活用して、事象および事象間の関係を論理的に考察し、簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

積極的に数学を活用する態度、問題解決の過程を振り返り評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】



定期考査 ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

数学ⅠＡⅡＢＣの総合演習 数学ⅠＡⅡＢＣの総合演習 【知識・技能】
○これまで学習した内容から、問題を解くこ
とができる。
【思考・判断・表現】
○様々な分野の知識を相互に関連させなが
ら、問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○積極的に問題演習に取り組もうとする。

○ ○ ○ 15

３
学
期

平面上のベクトルの拡張として空間
のベクトルを捉え，空間図形の性質
の考察などに活用できるようにす
る。また，それに関連して，座標空
間における点や図形について考察で
きるようにする。

第２章
　空間ベクトル

【知識・技能】
○位置ベクトルの定義や内分点などの位置ベ
クトルが平面上のベクトルの場合と同じであ
ることを理解している。
◎座標空間における2点間の距離や線分の内分
点，外分点の座標，三角形の重心の座標が求
められる。
◎座標軸に垂直な平面の方程式が求められる
ようになる。

○ ○ ○ 10

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 16

第４編　地球の環境
【知識及び技能】
　地球の環境に関する基本的な
　知識、技能を身につけさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な思考を理解し、論理的に
　判断・表現する力をつけさせる
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に主体的に参加し、課題に
　対して適切に対応する力を養う

　授業に主体的に参加し、課題に対して適切に
　対応し、提出物を提出できる

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

○ 12

1

定期考査
○ ○ 1

定期考査 ○ ○

理科 地学基礎
理科 地学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　地学基礎に関する基本的な知識、技能を修得
する

　科学的な思考を理解し、論理的に判断・表現
が
　できる

数研出版　高等学校　地学基礎

理科

自然の物事・現象の中に問題を見出し、見通しをもって実験・観察などを行い、得られた結果をもとに分析
および考察し思考力・判断力・表現力を育む。

自然の物事・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

地学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

府中

自然の物事・現象に対する概念や原理・法則の理解を図るとともに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本的な知識・技能を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２編　移り変わる地球
【知識及び技能】
　移り変わる地球に関する基本的な
　知識、技能を身につけさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な思考を理解し、論理的に
　判断・表現する力をつけさせる
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に主体的に参加し、課題に
　対して適切に対応する力を養う

○

○

12

定期考査 ○

○ ○ ○ 13

合計

70

1

１
学
期

第１編　活動する地球
【知識及び技能】
　活動する地球に関する基本的な
　知識、技能を身につけさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な思考を理解し、論理的に
　判断・表現する力をつけさせる
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に主体的に参加し、課題に
　対して適切に対応する力を養う

・第１章　地球の構造
　第２章　プレートの運動
　第３章　地震
　第４章　火山

・教材等
　教科書、プリント、スライド教
材、
　ワークブック、一人１台端末の
活用

【知識・技能】
　活動する地球に関する基本的な知識、技能
を
　修得する
【思考・判断・表現】
　科学的な思考を理解し、論理的に判断・表
現が
　できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に主体的に参加し、課題に対して適切
に

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○

1

３
学
期

第５編　太陽系と宇宙
【知識及び技能】
　太陽系と宇宙に関する基本的な
　知識、技能を身につけさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な思考を理解し、論理的に
　判断・表現する力をつけさせる
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に主体的に参加し、課題に
　対して適切に対応する力を養う

・第１章　太陽系と太陽
　第２章　宇宙の誕生
　
・教材等
　教科書、プリント、スライド教
材、
　ワークブック、一人１台端末の
活用

【知識・技能】
　太陽系と宇宙に関する基本的な知識、技能
を
　修得する
【思考・判断・表現】
　科学的な思考を理解し、論理的に判断・表
現が
　できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に主体的に参加し、課題に対して適切
に

○ ○

２
学
期

第３編　大気と海洋
【知識及び技能】
　移り変わる地球に関する基本的な
　知識、技能を身につけさせる
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な思考を理解し、論理的に
　判断・表現する力をつけさせる
【学びに向かう力、人間性等】
　授業に主体的に参加し、課題に
　対して適切に対応する力を養う

・第１章　地球の熱収支
　第２章　大気と海洋の運動
　
・教材等
　教科書、プリント、スライド教
材、
　ワークブック、一人１台端末の
活用

【知識・技能】
　大気と海洋に関する基本的な知識、技能を
　修得する
【思考・判断・表現】
　科学的な思考を理解し、論理的に判断・表
現が
　できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に主体的に参加し、課題に対して適切
に
　対応し、提出物を提出できる

○ ○

・第１章　地層の形成
　第２章　古生物の変遷と地球環
境
　
・教材等
　教科書、プリント、スライド教
材、
　ワークブック、一人１台端末の
活用

【知識・技能】
　移り変わる地球に関する基本的な知識、技
能を
　修得する
【思考・判断・表現】
　科学的な思考を理解し、論理的に判断・表
現が
　できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に主体的に参加し、課題に対して適切
に

○ ○

定期考査
○ ○

・第１章　地球の熱収支
　第２章　大気と海洋の運動
　
・教材等
　教科書、プリント、スライド教
材、
　ワークブック、一人１台端末の
活用

【知識・技能】
　地球の環境に関する基本的な知識、技能を
　修得する
【思考・判断・表現】
　科学的な思考を理解し、論理的に判断・表
現が
　できる
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業に主体的に参加し、課題に対して適切
に
　対応し、提出物を提出できる



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 3 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
力の性質、力の表現方法を理解さ
せる。物体に、複数の力が作用し
つり合う場合の条件を知り、つり
合うかどうかの判断ができるよう
にする。さまざまな種類の力につ
いて理解する。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示

【知識・技能】
力の定義が分かる。力の表現方法が分かる。
力がつり合う条件が分かり、力のつり合いに
ついて判断できる。
【思考・判断・表現】
力のつり合いを保つため、加える豊一からに
ついて求められる。力のつり合いを保つため
の構造を推測できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
構造物に作用する力のつりあいについて興味
を持ち、自ら調べる。演習問題に積極的に取
り組む。
周囲の人と協力して疑問を解決する。

○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項
直線運動に関して、速度の変化す
る運動をグラフや式を用いて理解
する。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示

【知識・技能】
加速度により、速度が変化する運動を理解す
る。式やグラフから、定量的に運動を理解す
る。
【思考・判断・表現】
式やグラフから、具体的な運動を想像でき
る。速度や加速度が負になる運動について、
具体的な運動と関連できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
具体的な運動を、グラフや式で表現しようと
する。
周囲の人と協力して疑問を解決する。

○

○

第1編　運動とエネルギー
第2章　運動の法則
3.運動の法則
4.摩擦を受ける運動
5.液体や気体から受ける力
【知識及び技能】
力の性質、力の表現方法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
力のはたらき、力のつり合いの関係
を理解し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
力のつり合いを、日常生活に見られ
る構造物にあてはめて考える。

・指導事項
力が物体の運動に及ぼす効果を理
解させる。力の加わり方によっ
て、物体に現れる運動に違いがあ
ることを理解する。特に、面から
受ける摩擦力や、液体、気体から
受ける力の特徴から、物体の運動
に与える影響を知る。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示

【知識・技能】
力が物体の運動に与える影響が分かり、力の
特徴から、物体に生じる運動が予想できる。
【思考・判断・表現】
物体に作用する具体的な力から、物体に生じ
る運動を予想できる。特に、摩擦力や空気抵
抗を受ける場合の運動について、その運動が
予想でき、他人に説明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常的に目にする運動を、運動の法則にあて
はめて考える。乗り物について、運動の法則
をあてはめて理解する。
周囲の人と協力して疑問を解決する。

○ ○ ○

○ ○

6

定期考査
○

○ ○ 6

6

配当
時数

１
学
期

第1編　運動とエネルギー
第1章　運動の表し方
1.速度
【知識及び技能】
物体の運動を定量的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
物体の運動を式やグラフで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
学習したことを、日常生活の運動に
あてはめて考える。

・指導事項
物体の運動を理解するための物理
量（速度等）の定義をきちんと理
解させる。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示

【知識・技能】
速さと速度の区別ができる。
相対速度と速度合成が区別できる
【思考・判断・表現】
グラフから運動を想像できる
速度合成がベクトル合成であることを理解で
きる
【主体的に学習に取り組む態度】
グラフから平均の速度と瞬間の速度が理解で
きる
周囲の人と協力して疑問を解決する

○ ○ ○ 4

第1編　運動とエネルギー
第1章　運動の表し方
2.加速度
3.落体の運動
【知識及び技能】
物体の運動を定量的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
物体の運動を式やグラフで表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習したことを、日常生活の運動に
あてはめて考える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第1編　運動とエネルギー
第2章　運動の法則
1.力とそのはたらき
2.力のつり合い
【知識及び技能】
力の性質、力の表現方法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
力のはたらき、力のつり合いの関係
を理解し判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
力のつり合いを、日常生活に見られ
る構造物にあてはめて考える。

○

1

自然の事物や現象に対する興味を持ち、原理・法則を基に理解するとともに、科学的に探究するために必要な実験、観察に関する基本的な知識・技能を身に付ける。

物理の基本的な知識や考え方を、きちんと理解
しようとする態度を養う。その際、身近な級友
と協力し合う姿勢を育てる。さらに、日常的に
社会と教科の関連に興味を持たせる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象に関わり，物理の見方・考え
方を働かせ，法則によって理解したり，観察・
実験を通して理解しようとする態度や技能を身
に付けるようにする。

教科にしばられず、さまざまな事物・現象に興
味を持ち、物理との関連を見いだして物理的に
理解を深めそれを表現できる力を養う。

物理基礎　数研出版

理科

自然の事物・現象の中に法則性を見出し、法則性をもとに自然をとらえ、得られた結果を他人に説明できるよう表現力を身に付けさせる。

自然の事物・現象に興味を持ち、奇襲の知識などで理解しようとする態度を養う。その際に、他の人達と協力し合って探求する姿勢を育てる。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】



○

第3編　波
第1章　波の性質
第2章　音
【知識及び技能】
波の現象について理解し、簡単な計
算ができる。音に関して波の性質か
ら説明できる。
【思考力、判断力、表現力等】
波動現象と物体の運動と共通な点、
異なる点を理解する。音の持つ特徴
と波動現象を関連して理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活の波動現象や音の性質に関
して、波の性質で説明しようと試み
る

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○

第1編　運動とエネルギー
第3章　仕事と力学的エネルギー
第2編　熱
第1章　熱とエネルギー
【知識及び技能】
エネルギーに関して、力学的エネル
ギーと熱エネルギーについて理解
し、簡単な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
力学的エネルギー保存の法則や熱量
保存が成立する条件を理解し、物体
の運動について力学的エネルギーか
ら理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活の運動に関して、力学的エ
ネルギーや熱の性質で説明しようと
試みる。

・指導事項
力学的エネルギーについて、基本
事項を理解する。保存力を理解
し、力学的エネルギー保存の法則
で現象を説明できるようにする。
力学的エネルギーが保存しない場
合には、熱現象をともなうことが
多いことを理解した上で、熱の性
質を調べる。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示

【知識・技能】
運動の法則から力学的エネルギーを導ける。
力学的エネルギー保存の法則をあてはめて、
物体の運動について計算できる。
熱現象を定量的に理解できる。
【思考・判断・表現】
力学的エネルギーから物体の運動を説明でき
る。日常生活の運動の中から、力学的エネル
ギー保存の法則をあてはめて説明できる現象
を探し出せる。可逆変化、不可逆変化を熱現
象から説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常的生活で見聞きする物体の運動を、力学
的エネルギーで説明しようと試みる。日常の
現象を熱現象の特徴から理解しようと試み
る。
周囲の人と協力して疑問を解決する

○ ○ ○ 12

1○○○
定期考査

1

12○

17

合計

70

1

第5編　物理学と社会
第1章　エネルギー利用
【知識及び技能】
エネルギーの性質と社会的なエネル
ギー問題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギー問題を物理の法則～理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に、学習内容を社会的な問題
解決に利用しようとする。

・指導事項
エネルギーとエネルギー資源を区
別して理解する。エネルギー資源
からエネルギーを取り出す工夫に
ついて理解させる。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示
授業内容に関する調べ学習

【知識・技能】
エネルギーとエネルギー資源を区別して理解
し、現代におけるエネルギー問題を説明でき
る。
【思考・判断・表現】
自分なりのエネルギー問題の解決策を考え、
他人に説明できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
エネルギーに関わるさまざまな問題を、主体
的に調べその解決策を科学的に考察する。

○ ○ ○ 2

○○

【知識・技能】
波動現象と物体の運動に関して、共通点と異
なる点を理解する。音の現象に関して、波の
性質から理解する。
【思考・判断・表現】
物体の運動と異なる波動現象の特徴を、合理
的に説明できる。音が持つ、波動的性質を用
いて音を操作する工夫を思いつく。
【主体的に学習に取り組む態度】
波動に特徴的な現象を日常的生活の中から見
つけ出す。音に関わる現象を波の性質から説
明しようと試みる。

・指導事項
直線的に伝わる波を中心にして、
波に特有な現象･性質（波の独立
性･重ね合わせの原理）を中心に理
解させる。音に現れる現象を、波
の性質から説明できるようにす
る。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示

３
学
期

○

第4編　電気
第1章　物質と電気
第2章　磁場と交流
【知識及び技能】
電気磁気に関する簡単な理解と計算
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
電流に関する現象を電子の動きから
理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
電気に関する知識を、日常生活にあ
てはめて考えられる

・指導事項
電磁気に関する基本的な知識を、
広く学ばせる。電磁気に関する知
識を関連付けさせて日常利用する
電力について理解を深める。
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等
授業スライドの表示
授業内容に関する調べ学習

【知識・技能】
基本的な電気の法則を用いて、電気回路につ
いて理解する。電流に関して自由電子の流れ
から理解する。
【思考・判断・表現】
電力を送るときに高圧送電する理由を理解す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
電力に関わる社会的問題などについても、興
味を持って調べる。

○ ○

２
学
期

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

合計

65

○ ○ 4

生態系のバランスと保全

【知識及び技能】

生態系のバランスに関するさまざまな事象について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

生態系のバランスについての知識をもとにして，その変動を説明すること

ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

生態系のバランスについての知識や理解を日常の生活に結びつけて，自分

の行動について考えようとする。

・指導事項

生態系のバランスが保たれているとはどういうことかを理解する。人間生

活が生態系に与える影響と，生態系の保全の重要性を理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・生態系のバランスが保たれているとはどのような状態かを理解する。

・生態系の保全のために，どのような活動が行われているかを理解する。

【思考・判断・表現】

・生活排水の流入による生物の個体数と水質の変化のグラフをもとに，自然浄化のしくみを考察

し，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・生態系のバランスと保全に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 4

○ ○ 1

３
学
期

植生と遷移

【知識及び技能】

植生の成りたちとその変化について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

植生と遷移についての知識をもとにして，その要因を説明することができ

る。

【学びに向かう力、人間性等】

植生と遷移についての知識や理解を身の回りの植生に結びつけて把握しよ

うとする。

・指導事項

いろいろな植生とその特徴を理解する。植生の遷移の過程と，遷移が進行

する要因を理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・いろいろな植生とその特徴を理解する。

・植生の遷移の過程と，遷移が進行する要因について理解する。

【思考・判断・表現】

・遷移の過程を示した資料をもとに，遷移の過程で裸地から低木林に移り変わる要因，植生の樹

種が交代する要因について考察し，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・植生と遷移に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 4

植生の分布とバイオーム

【知識及び技能】

世界や日本のバイオームの分布について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

バイオームの分布と環境要因の関係について説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

バイオームについての知識や理解をもとに日本や世界のバイオームの分布

を把握しようとする。

・指導事項

世界各地には，多様なバイオームが成立していることを理解する。日本に

分布するバイオームについて理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・世界および日本に見られるさまざまなバイオームが，気温と降水量の違いに起因して成立して

いることを理解する。

・日本に分布するバイオームについて理解する。

【思考・判断・表現】

・気温・降水量と陸上のおもなバイオームの関係を示した資料をもとに，森林・草原・荒原のい

ずれになるかを決める要因に気づき，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・植生の分布とバイオームに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 4

生態系と生物の多様性

【知識及び技能】

生態系の概念や構成について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

生態系についての知識をもとにして，種多様性や生物間のつながりを説明

することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

生態系についての知識や理解をもとにして身の回りの生活空間を把握しよ

うとする。

・指導事項

生態系がどのように構成されているのかを理解する。生態系の中で，多様

な生物がどのように関係して，存在しているのかを理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・生態系がどのように構成されているのかを理解する。

・生態系において種多様性が維持されるしくみを理解する。

【思考・判断・表現】

・生態系における個体数の変化を調べた実験結果に基づき，ある生物が種多様性に対して果たす

役割を考察し，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・生態系と生物の多様性に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○

２
学
期

定期考査 ○ ○ 1
体内環境の維持のしくみ

【知識及び技能】

体内環境の維持に関わる器官や細胞の役割と関係について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

体内環境の維持についての知識をもとにして，生体内で起こる恒常性の調節について説明でき

る。

【学びに向かう力、人間性等】

恒常性の維持についての知識や理解を日常生活や医療などに結びつけて，自分の行動について

考えようとする。

・指導事項

自律神経系と内分泌系のはたらきによって，体内環境が維持されているこ

とを理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・自律神経系と内分泌系のはたらきによって血糖濃度が調節されるしくみを理解する。

・糖尿病の原因を理解する。

【思考・判断・表現】

・健康な人の食事の前後における血糖濃度・インスリン濃度のグラフをもとに，血糖濃度とイン

スリン分泌の関係に気づき，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・体内環境の維持のしくみに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 6

免疫のはたらき

【知識及び技能】

免疫に関わる細胞の役割と関係について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

免疫についての知識をもとにして，生体内で起こる生体防御反応を説明で

きる。

【学びに向かう力、人間性等】

免疫についての知識や理解を日常生活や医療などに結びつけて，自分の行

動について考えようとする。

・指導事項

私たちのからだを守る免疫のしくみを理解する。免疫と，病気や治療法と

の関係について理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

・自然免疫・適応免疫のしくみと，それにはたらく細胞の役割を理解する。

・免疫記憶のしくみを理解する。

・免疫のはたらきが低下したり過敏になったりすることで起こる病気や，免疫のしくみを利用し

た医療について理解する。

【思考・判断・表現】

・細菌に感染した部位の顕微鏡写真をもとに，免疫のはたらきを考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・免疫のはたらきに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 6

定期考査

１
学
期

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ 4

4

配当
時数

生物の多様性と共通性

【知識及び技能】

生物の多様性や共通性についてについての事例を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

生物の多様性と共通性の由来について説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

生物の多様性や共通性についての知識や理解をもとにして身の回りの生物

を知ろうとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生物現象について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験とうに関する
基本的な技能を身に付けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

第一学習社『高等学校　生物基礎』

理科

自然の物事・現象の中に問題を見出し、見通しをもって実験・観察などを行い、得られた結果をもとに分析および考察し思考力・判断力・表現力を育む。

自然の物事・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○

・指導事項

多様な生物にも共通性があることを理解する。多様な生物に共通性が見ら

れる理由について理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・生物が「細胞からできている」，「遺伝情報としてDNAをもっている」，「生命活動にはエネ

ルギーが必要」などの共通性をもつことを理解する。

・生物のもつ共通性は共通の祖先に由来することを理解する。

【思考・判断・表現】

・さまざまな哺乳類の比較に基づいて，生物が生息環境に適した形態や機能をもっていることに

気づき，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・生物の多様性と共通性に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 5

呼吸と光合成

【知識及び技能】

呼吸と光合成がエネルギーを扱う生命現象であることを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

呼吸と光合成でのエネルギーの変換について説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

呼吸や光合成でのエネルギー変換についての知識や理解がすべての生物にとって重要なもので

あることをとらえようとする。

エネルギーと代謝

【知識及び技能】

生命活動にはエネルギーが必要であることを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

生命活動でのエネルギーの利用について説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

生命活動でのエネルギーについての知識や理解を自分自身の生命活動と結

びつけて，とらえようとする。

・指導事項

生命活動にはエネルギーが必要であることを理解する。生命活動にはATP

のエネルギーが利用されていることを理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・生命活動にはエネルギーが必要であり，そのエネルギーはATPから供給されていることを理解

する。

・ATPが生命活動にエネルギーを供給するしくみについて理解する。

【思考・判断・表現】

・ヒトがエネルギーを取り入れる方法について説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・エネルギーと代謝に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 3

6

体内での情報伝達と調節

【知識及び技能】

体内で行われている細胞間の情報伝達について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

自律神経系や内分泌系についての知識をもとにして，生体内で起こる細胞

間の情報の伝わりを説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

自律神経系や内分泌系についての知識や理解を日常生活や医療などに結び

つけて，自分の行動について考えようとする。

・指導事項

体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係していることを理解す

る。自律神経系と内分泌系が，からだの状態を調節するしくみを理解す

る。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係していることを理解する。

・自律神経系と内分泌系が，からだを調節するしくみを理解する。

【思考・判断・表現】

・運動によって心拍数が増加するしくみを考察し，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・体内での情報伝達と調節に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 6

1
C 遺伝情報とDNA

【知識及び技能】

DNAの構造について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

DNAの構造についての知識をもとにして，物質が情報を担うことを説明する

ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

DNAについての知識や理解を，自分自身の遺伝情報と結びつけて把握しよう

とする。

○

・指導事項

DNAが複製されるしくみを理解する。体細胞分裂の過程でDNAが複製され，

分配されることを理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

1

遺伝情報の複製と分配

【知識及び技能】

DNAの複製と分配について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

DNAの構造についての知識をもとにして，複製と分配を説明することができ

る。

【学びに向かう力、人間性等】

DNAの複製や分配についての知識や理解をもとにして，生命の共通性につい

て理解しようとする。

【知識・技能】

・DNAが半保存的複製という方法によって正確に複製されることを理解する。

・体細胞分裂の過程でDNAが複製され，分配されることを理解する。

【思考・判断・表現】

・複製前後のDNAの模式図を比較し，DNAの正確な複製には塩基の相補性が利用されていることに

気づき，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・遺伝情報の複製と分配に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○

○

4

定期考査

自然の物事・現象に対する概念や原理・法則の理解を図るとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な知識・技能を身に付ける。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

遺伝情報の発現

【知識及び技能】

DNAからタンパク質が合成される過程について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

DNAの塩基配列をもとにして，タンパク質が合成される過程を説明すること

ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

遺伝子の発現についての知識や理解をもとにして，生命の多様性や共通性

を把握しようとする。

・指導事項

DNAの遺伝情報をもとにタンパク質が合成される過程を理解する。からだ

を構成する細胞で遺伝子がどのように発現しているかを理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・DNAの遺伝情報をもとにタンパク質が合成される，転写・翻訳の過程を理解する。

・分化した細胞では，細胞ごとに異なる遺伝子が発現していることを理解する。

【思考・判断・表現】

・アミノ酸配列と，それを指定するDNAの塩基配列を示した資料をもとに，塩基3個がアミノ酸1

個に対応していること，塩基3個の配列が同じであれば同じアミノ酸が指定されることに気づ

き，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・遺伝情報の発現に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

・指導事項

DNAの構造を理解する。DNAの塩基配列が遺伝情報となっていることを理解

する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・DNAの構造および塩基の相補性を理解する。

・DNAの塩基配列が遺伝情報となっていることを理解する。

【思考・判断・表現】

・DNAの構造の模式図をもとに，DNAが4種類の塩基からなること，塩基の結合はＡとＴ，ＧとＣ

の間で起こるという規則性に気づき，説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・遺伝情報とDNAに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項

呼吸や光合成ではATPが合成されていることを理解する。生体内の化学反

応が，酵素のはたらきによって進行していることを理解する。

・教材

教科書、問題集、資料集

・一人１台端末の活用　等

画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】

・呼吸・光合成の過程でATPが合成されることを理解する。

・酵素の触媒作用と基質特異性について理解する。

・生体内の化学反応が，酵素のはたらきによって進行していることを理解する。

【思考・判断・表現】

・中学校で得た知識などを活用して，植物が有機物を得る方法について説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・呼吸と光合成に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

○



年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1○ ○

　第3章　溶液の状態
　第4章　固体の構造

日常生活や社会の化学的な事物・現象に主体的に
関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学
理科 化学 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考
え方を働かせ，見通しをもって観察・実験など
に関する基本的な技能を身に付けるようにす

化学的な事物・現象を観察，実験などを行い，
科学的に探究する力を養う。

東京書籍　「化学 Vol1.理論編　Vol.2物質編」

理科

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

化学的な事物･現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探
究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め，科学的
な自然観を養う。

自然の事物や現象に対する概念、原理・法則の理解を深めるとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な知識・技能を身に付ける。

【知識及び技能】
・希薄溶液の性質がわかる。
・コロイド溶液の性質について理
解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・身近な現象と結び付けて溶媒と
溶液の性質(蒸気圧降下、沸点上
昇、凝固点降下、浸透圧など)につ
いて考えることができる。
・コロイド溶液の性質について考
えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・コロイドの性質を考えようとす
る。

溶解

稀薄溶液の性質

コロイド

【実験　コロイド】

自然の事物・現象の中に問題を見出し、目的意識をもって実験・観察などを行い、得られた結果をもとに分析および考察し、思考力・判断力・表現力を育む。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

第0編　人間生活のなかの化学
第1編　物質の状態

　第1章　物質の状態
　第2章　気体の性質

【知識及び技能】
・物質の状態とその変化を、構成
粒子の存在状態とエネルギーの関
係について理解できる。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質の沸点、融点を分子間力
（水素結合やファンデルワールス
力）や化学結合と関連付けて考え
ることができる。

【知識及び技能】
・気体の性質（気体の体積と圧力
や温度との関係や、ボイル‐シャ
ルルの法則）について理解するこ
とができる。
・気体の状態方程式がわかる。

【思考力・判断力・表現力等】
・気体の法則について考えること
ができる。
・気体定数と気体の状態方程式、
分子量の関係や混合気体における
分圧の法則について考えることが
できる。
・実在気体と理想気体の状態方程
式について考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・気体の性質に関して調べようと
する。

物質の三態

気体・液体間の状態変化

気体の性質

気体の法則

混合気体

理想気体と実在気体

【実験　気体の分子量測定】

配当
時数

○ ○

思 態

○ ○ ○ 10

8

1

【知識及び技能】
・物質の状態とその変化を、身近な例と関連
付けて表すことができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質の沸点、融点について、分子間力（水
素結合やファンデルワールス力）や化学結合
をもとに考え、説明することができる。

【知識及び技能】
・気体の各法則（気体の体積と圧力や温度と
の関係や、ボイル‐シャルルの法則）につい
て理解し、適切に扱うことができる。
・気体の状態方程式の意味を理解し、適切に
扱うことができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・気体の性質について、図やグラフの説明を
理解することができる。
・気体定数と気体の状態方程式、分子量の関
係や混合気体における分圧の法則について考
え、適切に計算することができる。
・実在気体と理想気体の違いについて考える
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・気体の性質に関して自ら調べようとしてい
る。
・気体の分子量測定の実験に積極的に参加
し、調べようとしている。

【知識及び技能】
・希薄溶液の性質（蒸気圧降下、沸点上昇、
凝固点降下、浸透圧など）について理解して
いる。
・コロイドに関する基本的な用語を抑えると
ともにコロイド溶液の性質について理解して
いる。

【思考力・判断力・表現力等】
・溶媒と溶質に注目し、溶液の性質(蒸気圧
降下、沸点上昇、凝固点降下、浸透圧など)
について考えることができる。
・コロイドの大きさをもとにコロイド溶液の
性質を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・コロイド溶液の実験を通して、コロイドの

6

○ ○ ○ 12

定期考査

【知識及び技能】
・結晶格子の概念について理解す
る。

【思考力・判断力・表現力等】
・結晶の構造(体心立方格子、面心
立方格子、六方最密構造)について
考えることができる。

結晶

金属結晶の構造

イオン結晶の構造

分子結晶と共有結合の結晶

【知識及び技能】
・各結晶の単位格子について理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・各結晶の単位格子をもとに結晶の構造につ
いて考えることができる。

○ ○



２
学
期

第2編　化学反応とエネルギー
　第3章　化学反応と熱・光
　第4章　電池と電気分解

【知識及び技能】
・電離平衡について理解してい
る。

【思考力・判断力・表現力等】
・塩の加水分解について電離平衡
をもとに考えることができる。
・緩衝作用について理解し、溶液
のpHを計算できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・化学平衡の状態について調べよ
うとする態度が育っている。

電離平衡

塩の水への溶解

【実験　平衡移動と緩衝作用】

○ ○ ○

○ ○ 6

【知識及び技能】
・化学平衡と平衡移動の原理について理解で
きる。

【思考力・判断力・表現力等】。
・ルシャトリエの原理をもとに化学平衡の移
動について考えることができる。

6

1

反応の速さ

反応速度を変える条件

反応のしくみ

【実験　反応速度】

【知識及び技能】
・反応の速さの表し方がわかる。

【思考力・判断力・表現力等】
・反応速度に影響を与える要因(濃度、温
度、触媒)について理由を考えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・実験を通して、反応時間から反応速度を求
め、反応速度と濃度や温度の関係を調べよう
とする。

可逆反応と化学平衡

平衡の移動

定期考査 1

【知識及び技能】
・酸と塩基の電離平衡について理解してい
る。

【思考力・判断力・表現力等】
・塩の加水分解について溶液のpHを計算に
よって求めることができる。
・緩衝液に、少量の酸や塩基を加えたときの
pHの変化を計算によって求めることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・化学平衡の状態やそのときの各成分の量的
関係、条件の変化に伴う量的変化などについ

定期考査

【知識及び技能】
・反応速度の基本的な概念につい
て理解できる。

【思考力・判断力・表現力等】
・反応速度に影響を与える要因に
ついて考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・反応速度を求めたり、反応速度
と濃度や温度の関係を調べようと
する。

12

【知識及び技能】
・化学平衡と平衡移動がわかる。

【思考力・判断力・表現力等】
・可逆反応，化学平衡について考
えることができる。
・化学平衡の移動について考える
ことができる。

10

第3編　化学反応の速さと平衡
　第1章　化学反応の速さ
　第2章　化学平衡
　第3章　水溶液中の化学平衡

○ ○

【知識及び技能】
・エンタルピーについて理解して
いる。
・ヘスの法則についてわかる。
・結合エネルギー（結合エンタル
ピー）について理解できる。

【思考力・判断力・表現力等】
・化学反応における発熱や吸熱に
ついて考えることができる。

・未知のエンタルピー変化につい
て考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ヘスの法則を使ってエンタル
ピー変化を調べようとする。

反応とエンタルピー

ヘスの法則

光とエネルギー

【実験　反応エンタルピー】

【知識及び技能】
・エンタルピーの概念について理解してい
る。
・ヘスの法則の意味を理解している。
・結合エネルギー（結合エンタルピー）の概
念について理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・反応前後におけるエンタルピー変化から、
化学反応における発熱や吸熱について考える
ことができる。
・ヘスの法則をもとに未知のエンタルピー変
化について考え、求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ヘスの法則を使ってエンタルピー変化を調
べようとする。

○ ○ ○

○



３
学
期

第5編　有機化合物
　第1章　有機化合物の特徴と構造
　第2章　炭化水素
　第3章　アルコールと関連化合物
  第4章　芳香族化合物

合計

105

【知識及び技能】
・芳香族化合物の名称や構造式、性質につい
て理解している。
・芳香族炭化水素の性質について理解してい
る。
・フェノール類と芳香族カルボン酸について
性質を理解している。
・芳香族アミンとアゾ化合物について性質を
理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・芳香族炭化水素の構造、性質や反応を考え
ることができる。
・酸素を含む芳香族化合物(フェノール類、
芳香族カルボン酸など)の構造、性質や反応
について考えることができる。
・窒素を含む芳香族化合物(芳香族アミンな
ど)を考えることができる。
・有機化合物の性質を利用し、混合溶液の分
離を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・一般的な芳香族化合物の性質や構造を理解
し、実験を通して、性質や反応、分類や分析

1

【知識及び技能】
・基本的な芳香族化合物について
理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・基本的な芳香族化合物について
構造を理解し、性質や反応を考え
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・実験を通して、基本的な芳香族
化合物の反応や性質について調べ
ようとする態度を養う。

芳香族炭化水素
フェノール類と芳香族カルボン酸
芳香族アミンとアゾ化合物
芳香族化合物の分離

【実験　芳香族炭化水素①】

【実験　芳香族炭化水素②】

【実験　芳香族アミンとアゾ化合
物】

【実験　アセチルサリチル酸とア
セトアニリド】

○ ○ ○ 15

15

【知識及び技能】
・基本的な有機化合物について知
り、特徴と分類方法を理解する。
・各種、有機化合物の性質につい
て理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・有機化合物の特徴と分類を考え
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・実験を通して、有機化合物の性
質や反応、分類や分析の仕方を調
べようとする態度を養う。

有機化合物の特徴

構造式の決定

飽和炭化水素

不飽和炭化水素

アルコールとエーテル

アルデヒドとケトン

カルボン酸

エステル・油脂・セッケン

【実験　エチレンとアセチレン】

【実験　アルデヒド】

【実験　カルボン酸とエステル】

【実験　セッケン】

○ ○ ○

定期考査

【知識及び技能】
・基本的な有機化合物の特徴と分類、名称な
どを理解している。
・飽和炭化水素、不飽和炭化水素の性質を理
解している。
・アルコールとエーテルについて性質を理解
している。
・アルデヒドとケトンについて性質を理解し
ている。
・カルボン酸について性質を理解している。
・エステル・油脂・セッケンについて性質を
理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・有機化合物の特徴と分類を官能基をもとに
考えることができる。
・アルコールの分類や性質とエーテルの性質
を考えることができる。
・アルデヒドの性質とケトンの性質について
考えることができる。
・カルボン酸とエステルの構造や性質につい
て考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・一般的な有機化合物の性質や構造を理解
し、実験を通して、性質や反応、分類や分析
の仕方を調べようとする。



年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

2
学
期

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

サッカー（男女）

・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（種目の特性、安全面
の留意点及び施設の使用方法等に
ついて説明。ｸﾞｰﾋﾞﾝｸﾞ、ﾙｰﾙ説明）
・リフティング、トラッピング、
ドリブルの練習
・キック練習（インサイドキッ
ク、インステップキック、アウト
サイドキック、ヒールキック）

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

器械体操（男女）

・前転、後転、開脚前転、開脚後
転、倒立、伸膝前転、伸膝後転。
・実技テストに向けての個人練習

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○

7

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

ソフトボール（男女）
・キャッチボール
・トスバッティング
・ノックによる守備練習
・試合

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○ ○ ○ 7

○ ○ 14

１
学
期

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

バドミントン（男女）
・基礎打ち
（ハイクリアー、ドロップ、ドラ
イブ、ヘアピン、プッシュ、ス
マッシュ）
・シングルスゲーム（リーグ戦）

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○ ○ ○ 12

○ ○ 12

○ ○

陸上競技（男女）

跳躍（走り幅跳び）
・ｳｫ-ﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟの方法
・基本ドリル
・計測（実測での計測、踏切線で
の計測）

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

保健や体育で得た知識と技能を活用し、生涯にわたり率先、また適切に使うことができるようにする。

　率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

オリエンテーション・スポーツテ
スト（男女）

授業の諸注意・ラジオ体操の確
認、スポーツテスト（反復横と
び・立ち幅跳び・長座体前屈・上
体起こし・握力・ハンドボール投
げ・５０ｍ走・シャトルラン）

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。

　実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。

現代高等保健体育・ステップアップ高校スポーツ

保健体育

社会や健康、自己の課題を発見し、適切に判断・行動ができる思考力等を高める。

自己の体力や健康について課題を見つけ、課題解決に向けて主体的に取り組む。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】



○ ○ 10

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

体育理論（男女）

・健康の保持増進に寄与するト
レーニング理論
・生涯スポーツの取り組み方

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○

3
学
期

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮
して運動に取り組む。

持久走（男女）

・４㎞走（女子）、５㎞走（男
子）タイムトライアル

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試
験に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

○

○ ○ 2

合計

70



年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

主体的に学んだ知識や技能を実生活で生かし、
情報活用能力を育む。

個人及び社会生活と関連付けたりして、自他や
社会の課題を発見できる。

現代高等保健体育・図説現代高等保健

保健体育

社会や健康、自己の課題を発見し、適切に判断・行動ができる思考力等を高める。

自己の体力や健康について課題を見つけ、課題解決に向けて主体的に取り組む。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 4

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・結婚生活について，心身の発達や健康の保
持増進の観点から理解したことを言ったり書
いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題に
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への
影響などについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康
に対する責任感，良好な人間関係や家族や周
りの人からの支援，及び母子の健康診査の利
用や保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・思春期と健康について，習得した知識を基
に，心身の発達や性的成熟に伴う健康課題を
解決するために，性に関わる情報を適切に整
理している。
・結婚生活と健康について，習得した知識を
基に，結婚生活に伴う健康課題の解決や生活
の質の向上に向けて，保健・医療サービスの
活用方法を整理している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯の各段階における健康について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

○ ○

保健や体育で得た知識と技能を活用し、生涯にわたり率先、また適切に使うことができるようにする。

課題の解決に向けた学習に主体的に取り組む。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健
保健体育 保健 1

配当
時数

１　ライフステージと健康
２　思春期と健康
【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的
成熟に伴う身体面，心理面，行動面
などの変化に関わり，健康課題が生
じることがあることについて，理解
したことを言ったり書いたりしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・思春期と健康について，習得した
知識を基に，心身の発達や性的成熟
に伴う健康課題を解決するために，
性に関わる情報を適切に整理してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康につい
て，課題の解決に向けた学習に主体
的に取り組もうとしている。

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴
う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ
り，健康課題が生じることがあることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・思春期と健康について，習得した知識を基
に，心身の発達や性的成熟に伴う健康課題を
解決するために，性に関わる情報を適切に整
理している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯の各段階における健康について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○ 2

３　性意識と性行動の選択
４　妊娠・出産と健康
５　避妊法と人工妊娠中絶
【知識及び技能】
・結婚生活について，心身の発達や
健康の保持増進の観点から理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健
康課題について，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の
心身への影響などについて，理解し
たことを言ったり書いたりしてい
る。
・結婚生活を健康に過ごすには，自
他の健康に対する責任感，良好な人
間関係や家族や周りの人からの支
援，及び母子の健康診査の利用や保
健相談などの様々な保健・医療サー
ビスの活用が必要であることについ
て，理解したことを言ったり書いた
りしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・思春期と健康について，習得した
知識を基に，心身の発達や性的成熟
に伴う健康課題を解決するために，
性に関わる情報を適切に整理してい
る。
・結婚生活と健康について，習得し
た知識を基に，結婚生活に伴う健康
課題の解決や生活の質の向上に向け
て，保健・医療サービスの活用方法
を整理している。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康につい
て，課題の解決に向けた学習に主体
的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



２
学
期

８　働くことと健康
９　労働災害と健康
１０　健康的な職業生活
【知識及び技能】
・働く人の健康の保持増進は，職場
の健康管理や安全管理とともに，心
身両面にわたる総合的，積極的な対
策の推進が図られることで成り立つ
ことについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・働く人の日常生活においては，積
極的に余暇を活用するなどして生活
の質の向上を図ることなどで健康の
保持増進を図っていくことが重要で
あることについて，を理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・労働による傷害や職業病などの労
働災害は，作業形態や作業環境の変
化に伴い質や量が変化してきたこと
について，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・労働災害を防止するには，作業形
態や作業環境の改善，長時間労働を
はじめとする過重労働の防止を含む
健康管理と安全管理が必要であるこ
とについて，理解したことを言った
り書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・労働と健康について，健康に関わ
る原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見してい
る。
・働く人の健康の保持増進につい
て，習得した知識を基に，生活の質
の向上を図ることと関連付けて，課
題解決の方法に応用している。
・労働災害と健康について，習得し
た知識を基に，労働災害の防止に向
けて，個人の取組と社会的対策を整
理している。
・労働と健康について，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノート
などに記述したりして，筋道を立て
て説明している。
【学びに向かう力、人間性等】
労働災害と健康について，課題の解
決に向けた学習に主体的に取り組も
うとしている。

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・労働による傷害や職業病などの労働災害
は，作業形態や作業環境の変化に伴い質や量
が変化してきたことについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業
環境の改善，長時間労働をはじめとする過重
労働の防止を含む健康管理と安全管理が必要
であることについて，理解したことを言った
り書いたりしている。
・働く人の健康の保持増進は，職場の健康管
理や安全管理とともに，心身両面にわたる総
合的，積極的な対策の推進が図られることで
成り立つことについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・働く人の日常生活においては，積極的に余
暇を活用するなどして生活の質の向上を図る
ことなどで健康の保持増進を図っていくこと
が重要であることについて，を理解したこと
を言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・労働と健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・働く人の健康の保持増進について，習得し
た知識を基に，生活の質の向上を図ることと
関連付けて，課題解決の方法に応用してい
る。
・労働災害と健康について，習得した知識を
基に，労働災害の防止に向けて，個人の取組
と社会的対策を整理している。
・労働と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
労働災害と健康について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査
○

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・中高年期を健やかに過ごすためには，若い
ときから，健康診断の定期的な受診などの自
己管理を行うこと，生きがいをもつこと，運
動やスポーツに取り組むこと，家族や友人な
どとの良好な関係を保つこと，地域における
交流をもつことなどが関係することについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形
態が変化すること，その変化には個人差があ
ること，疾病や事故のリスクが高まること，
健康の回復が長期化する傾向にあることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・加齢と健康について，習得した知識を基
に，中高年期の疾病や事故のリスク軽減のた
めの個人の取組と社会的対策を評価してい
る。
・生涯の各段階における健康について，自他
や社会の課題の解決方法と，それを選択した
理由などを話し合ったり，ノートなどに記述
したりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯の各段階における健康について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

○ ○

６　結婚生活と健康
７　中高年期と健康
【知識及び技能】
・中高年期を健やかに過ごすために
は，若いときから，健康診断の定期
的な受診などの自己管理を行うこ
と，生きがいをもつこと，運動やス
ポーツに取り組むこと，家族や友人
などとの良好な関係を保つこと，地
域における交流をもつことなどが関
係することについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の
機能や形態が変化すること，その変
化には個人差があること，疾病や事
故のリスクが高まること，健康の回
復が長期化する傾向にあることにつ
いて，理解したことを言ったり書い
たりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・加齢と健康について，習得した知
識を基に，中高年期の疾病や事故の
リスク軽減のための個人の取組と社
会的対策を評価している。
・生涯の各段階における健康につい
て，自他や社会の課題の解決方法
と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したり
して，筋道を立てて説明している。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康につい
て，課題の解決に向けた学習に主体
的に取り組もうとしている。

5

○ 1

○



○ ○

７　保健サービスとその活用
８　医療サービスとその活用
９　医薬品の制度とその活用
１０　様々な保健活動や社会的対策
１１　健康に関する環境づくりと社
会参加
【知識及び技能】
・我が国には，人々の健康を支える
ための保健・医療制度が存在し，行
政及びその他の機関などから健康に
関する情報，医療の供給，医療費の
保障も含めた保健・医療サービスな
どが提供されていることについて，
理解したことを言ったり書いたりし
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な保健活動や社会的対策につ
いて，健康に関わる原則や概念を基
に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課
題を発見している。
【学びに向かう力、人間性等】
保健・医療制度及び地域の保健・医
療機関について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとして
いる。

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・我が国には，人々の健康を支えるための保
健・医療制度が存在し，行政及びその他の機
関などから健康に関する情報，医療の供給，
医療費の保障も含めた保健・医療サービスな
どが提供されていることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な保健活動や社会的対策について，健
康に関わる原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
【主体的に学習に取り組む態度】
保健・医療制度及び地域の保健・医療機関に
ついて，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。

3

定期考査
1

合計
35

３
学
期

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

○ 6

５　食品の安全性
６　食品衛生にかかわる活動
【知識及び技能】
・人々の健康を支えるためには，食
品の安全性を確保することが重要で
あり，食品の安全性が損なわれる
と，健康に深刻な被害をもたらすこ
とがあり，食品の安全性を確保する
ことは健康の保持増進にとって重要
であることについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・食品と健康について，健康に関わ
る原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見してい
る。
・食品の安全性と食品衛生に関わる
活動について，習得した知識を自他
の日常生活に適用して，健康被害の
防止と健康を保持増進するための計
画を立てている。
【学びに向かう力、人間性等】
食品と健康について，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうと
している。

１　大気汚染と健康
２　水質汚濁・土壌汚染と健康
３　環境と健康にかかえある対策
４　ごみの処理と上下水道の整備
【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚
染，水質汚濁，土壌汚染などの自然
環境汚染を引き起こし，健康に影響
を及ぼしたり被害をもたらしたりす
ることがあるということについて，
理解したことを言ったり書いたりし
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・環境と健康について，健康に関わ
る原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見してい
る。
・人間の生活や産業活動などによっ
て引き起こされる自然環境汚染につ
いて，事例を通して整理し，疾病等
のリスクを軽減するために，環境汚
染の防止や改善の方策に応用してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
環境と健康について，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうと

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質
汚濁，土壌汚染などの自然環境汚染を引き起
こし，健康に影響を及ぼしたり被害をもたら
したりすることがあるということについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・環境と健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・人間の生活や産業活動などによって引き起
こされる自然環境汚染について，事例を通し
て整理し，疾病等のリスクを軽減するため
に，環境汚染の防止や改善の方策に応用して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境と健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○

・教科書、プリント、パワーポイ
ント等
・一人１台端末

【知識・技能】
・人々の健康を支えるためには，食品の安全
性を確保することが重要であり，食品の安全
性が損なわれると，健康に深刻な被害をもた
らすことがあり，食品の安全性を確保するこ
とは健康の保持増進にとって重要であること
について，理解したことを言ったり書いたり
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・食品と健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動につ
いて，習得した知識を自他の日常生活に適用
して，健康被害の防止と健康を保持増進する
ための計画を立てている。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品と健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 音楽の基礎を踏まえて、伸びやかな表現を実現する

18

小テスト、実技発表会

課題に取り組む姿勢
練習に取り組む姿勢
グループの仲間と協力して練習する姿勢

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

音楽の基礎知識を学習し理解を深める
実技の基礎的な奏法などを習得する

音楽の基礎的な事柄を理解する
豊かな表現力を培う

ＯＮ２

芸術科

小テスト、実技発表会

授業への取り組み

音楽Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

音楽の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとともに、
感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす

○ 14

配当
時数

○ ○ 12

態

１
学
期

 単元：ミュージカル鑑賞
【知識及び技能】
　　　　ミュージカルの特徴を知る
　
【思考力、判断力、表現力等】
　　　　聴き所を押さえて鑑賞する

【学びに向かう力、人間性等】
　　　　積極的に鑑賞に取り組む
　

・ミュージカルの特徴を学習する
・バーンスタインの音楽を楽しむ
・ワークシート

【知識・技能】
・小テスト
【思考・判断・表現】
・小テスト　・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
・能動的に鑑賞に取り組めているか ○

　単元：ボディーパーカッション
【知識及び技能】
　　リズム譜を読み取ろう
【思考力、判断力、表現力等】
　　グループで演奏しよう
【学びに向かう力、人間性等】
　　協力して練習に取り組もう

【知識・技能】
・観察による評価、発表会
【思考・判断・表現】
・発表会
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に発表できたか
・練習の記録ワークシート

・リズム譜を読み取って、グルー
プで協力して練習する
・積極的に発表する

○

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○

○
３
学
期

２
学
期

 単元：筝曲
【知識及び技能】
　　　　筝の奏法の基礎基本の習得
　
【思考力、判断力、表現力等】
　きれいな音色で伸び伸び演奏しよう

【学びに向かう力、人間性等】
　　　　積極的に課題曲に取り組もう
　

・練習曲（１）～（５）
・「さくら」後奏付き

【知識・技能】
・練習曲（５）小テスト
【思考・判断・表現】
・発表会
【主体的に学習に取り組む態度】
・ペアの生徒と協力して練習にに取り組めて
いるか

○

　単元：器楽合奏
【知識及び技能】
　　楽器の奏法を身につけよう
【思考力、判断力、表現力等】
　　アレンジを工夫しよう
【学びに向かう力、人間性等】
　　協力して練習に取り組もう

○ 26

・「ラバース・コンチェルト」
「イエスタデイ」「アメリカ」
「アメージンググレイス」他

【知識・技能】
・楽器の奏法の習得
【思考・判断・表現】
・発表会
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループで協力して練習しているか観察
・練習の記録ワークシート

音楽Ⅱ

○

芸術科
芸術科 音楽Ⅱ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  美術Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

G 絵本のアイデア
【思考・判断・表現】
既存のストーリーもしくはオリジナ
ルストーリーによる絵本の構成を考
える

・好きな物語、歌詞などから４場
面を選び、それぞれの場面にふさ
わしいイラストを考え、絵本の台
割を作る。

【思考・判断・表現】
既存のストーリーをオリジナルの視点で捉え
なおし、見やすい画面に構成できたかどう
か。もしくは、オリジナルストーリーによる
個性的な絵本の構成を考えられたかどうか

〇

２
学
期

E プロダクトデザイン
【思考・判断・表現】
立体について思考を深める　　【主
体的に学習に取り組む態度】グルー
プディスカッションの能力やプレゼ
ンテーションの能力を培う

・「この世にまだ生まれていない
工業製品」をテーマにグループご
とに企画立案し、プレゼンテー
ションする。

【思考・判断・表現】
社会への観察と思考を深め、必要とされる商
品を企画立案できたかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】グループ内
でのディスカッションを盛りあげたり取りま
とめたりできたかどうか。プレゼンテーショ
ンの場で協働できたかどうか

〇

・欧文フォントのルールを理解す
る。
・欧文フォントで好きな言葉をレ
タリングする。（カラー着彩）

【知識・技能】
欧文フォントのルールを理解し、美しいアウ
トラインを制作したうえで、平筆によるべた
塗りを丁寧に仕上げられたかどうか

○

定期考査

・和文フォントのルールを理解す
る。
・明朝体とゴシック体の違いを理
解する。
・明朝体で名前をレタリングす
る。（モノクロ着彩）

【知識・技能】
明朝体のルールを理解し、美しいアウトライ
ンを制作したうえで、平筆によるべた塗りを
丁寧に仕上げられたかどうか

6

H 絵本の制作
【知識・技能】
テーマに適した画材や表現技法をを
選び、丁寧に作画する
【学びに向かう力、人間性等】
時間の限界まで、クオリティーを再
上限に高める努力をし続ける

○ 2

F スプーン制作
【知識・技能】
刃物等を安全にあつかう
【学びに向かう力、人間性等】
完成に向けて努力する

・与えられた木材から切り出せる
サイズの使いやすいスプーンを起
案する。
・起案したスプーンを鋸等で切り
出し、ヤスリで丁寧に仕上げる。

【知識・技能】
刃物等を安全に扱い、使いやすいスプーンが
できたかどうか
【学びに向かう力、人間性等】
ヤスリ等で細部が丁寧に仕上がられたかどう
か

○ 〇 24

・制作した台割に沿って、本番用
の絵本台紙に、イラストと言葉の
レイアウトを考えて下描きする。
・下描きに沿って、画材や表現技
法お選び制作し、絵本を完成させ
る。

【知識・技能】
テーマに適した画材や表現技法を選び、丁寧
に作画できたかどうか
【学びに向かう力、人間性等】　　時間に追
われつつも、クオリティーを再上限に高める
努力をし続けられたかどうか

○ 〇

12

合計

70

D プライベートロゴタイプ
【知識及び技能】　　　　　　　レ
タリング技術の完成度を高める
【思考力、判断力、表現力等】
オリジナリティにあふれた作品を起
案する
【学びに向かう力、人間性等】
完成に向けて努力する

・「将来の仕事」を想定して、そ
の詳細について言語化する。
・言語化した「将来」について起
業した際の会社名を考える。
・業務内容に基づいて、「会社
名」のロゴデザインを起案し、制
作する。

【知識及び技能】
課題BCで学んだ技術の完成度を高められたか
どうか
【思考力、判断力、表現力等】
オリジナリティにあふれた作品を起案できた
かどうか
【学びに向かう力、人間性等】
完成に向けて努力できたかどうか

〇 ○ ○

6

定期考査

○ 6

8

配当
時数

１
学
期

A 野外デッサン
【思考力、判断力、表現力等】
「見ること」の意味を学ぶ

・学校の敷地内にある雑木林や自
転車置き場を歩き、見えたものを
スケッチブックに描きこんでい
く。

【思考・判断・表現】
輪郭線だけでは表現しにくいモチーフの森羅
万象を工夫を持って捉えられたかどうか

○ 6

B 和文フォントのレタリング
【知識及び技能】
和文フォントの基礎を理解し、既成
フォントで自分の名前をレタリング
する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C 欧文フォントのレタリング
【知識及び技能】
欧文フォントの基礎を理解し、既成
フォントで好きな言葉をレタリング
する

西・東洋美術史について視座を深めながら、立体、平面の制作における各種技能を深める。

講義及び作品発表の際の姿勢、制作後の美化の
時間においてクラス内で協力し合う人間性を継
続する。

【学びに向かう力、人間性等】

美術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

一年生の時に習得した知識や技能を応用的な作
品に使い、より高いクオリティー作品作りを目
指す。

一年生の時より、より実社会に根差した課題に
対し、思考力と判断力を駆使した問題解決能力
の高い作品を起案する。

美術２

美術

イラストやデザイン立案に関する思考力を高め、色彩やデッサンのおいての表現力を培う。

講義及び作品発表の際の姿勢、制作後の美化の時間において協力し合う人間性を身につける。

美術Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

古典作品の書風、書体の特徴を捉え、古典の豊
かな個性を味わう。　いろいろな用筆法を習得
する。

古典の作品を通して、いろいろな美しさを味わ
い、筆、墨、紙、などの用具・用材の特性を生
かしながら創造的な自己の表現をもとめる。

道具の準備をしっかりとする。　集中して作品
に取り組む姿勢。

○ ○ ○ 8

知 思 態
配当
時数

篆書について学ぶ
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 6

姓名印を作成する（篆書）
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

○ ○ ○

6

70

姓名印を作成する（書体は自由）
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 8

ペン字
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 4

○ ○ ○ 12

行書の多彩な表現を学ぶ
集王聖教序臨書
温泉名臨書
祭姪分稿臨書
北宋の三大家

○ ○ ○ 14

合計

１
学
期

２
学
期

３
学
期

漢字かな交じり書　　創作作品

隷書の基本
乙瑛碑の臨書
木簡の臨書
曹全碑臨書
石門頌臨書

○ ○ ○ 12

ペン字

書道Ⅱ　教育出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】多彩な書の美に親しむ

創作を通じ、自己の内面を表現する

名筆の技法や美にふれ、豊かな心を得る

書道

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

芸術 書道
芸術 書道 2



高等学校 令和５年度（２学年用）  
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を
身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

外国語
外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

CREATIVE English Communication II（第一学習社）

外国語

英語コミュニケーションⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報
や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図な
どを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現した
り伝え合ったりすることができる力を身に付けている。

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解
を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこ
と，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーション
において，目的や場面，状況などに応じて適切に活用でき
る技能を身に付けている。

英語コミュニケーションⅡ

（７組：入倉　　）

英語学習の特質を踏まえ，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する
目標の実現を目指した指導を通して，「知識・技能」「思考・判断・表現」を一体的に育成するとともに，その過程を通して，
「主体的に学習に取り組む態度」を育成する。

○ 14

13

配当
時数

１
学
期

Lesson1
Voice for Action

＜題材内容とねらい＞
・国連ユース気候サミットの参加者
の活動とメッセージを的確に理解
し，その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して，自分が
模擬サミットに参加したと想定し
て，環境保護のためにしたい活動を
説明することができる。

＜文型・文法事項＞
・さまざまな助動詞，分詞構文（現在分詞）に
ついて理解を深め，これらを適切に活用するこ
とができる。
＜五領域の知識・技能＞
・英文の内容に応じた音読をすることができ
る。
＜場面・状況など＞
・模擬サミットの特徴を理解し，聞き手に配慮
して，環境保護のためにしたい活動について説
明しようとしている。

○ ○ ○ 14

Lesson 2
Aren’t You Sleepy?

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Lesson 3
Becoming Attractive to Your
Audience

○

1

Lesson 4
Are You Prepared?

＜題材内容とねらい＞
・自然災害と防災について的確に理
解し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，防災
グッズについてプレゼンテーション
をすることができる。

＜文型・文法事項＞
・助動詞＋have＋過去分詞，完了不定詞につい
て理解を深め，これらを適切に活用することが
できる。
＜五領域の知識・技能＞
・文章の展開（例示・追加）に注意して，英文
を理解することができる。
＜場面・状況など＞
・効果的なプレゼンテーションにするための方
法を理解し，聞き手に配慮して，わかりやすく
プレゼンテーションをしようとしている。

○ ○ ○

○

13

定期考査
○

＜題材内容とねらい＞
・アスリートのスピーチに見られる
特徴について的確に理解し，その内
容を整理して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，高校生
活で達成したいことについてスピー
チをすることができる。

＜文型・文法事項＞
・関係代名詞の非制限用法，仮定法過去・仮定
法過去完了について理解を深め，これらを適切
に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・文章の展開（列挙）に注意して，英文を理解
することができる。
＜場面・状況など＞
・スピーチにおける注意点を理解しようとして
いる。
・効果的なスピーチにするための方法を理解
し，聞き手に配慮して，わかりやすくスピーチ
をしようとしている。

○ ○

定期考査
○ ○

＜題材内容とねらい＞
・動物の睡眠について的確に理解
し，その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して，自分の
睡眠習慣について説明することがで
きる。

＜文型・文法事項＞
・受け身の分詞構文，副詞節中の〈S＋be〉の省
略について理解を深め，これらを適切に活用す
ることができる。
＜五領域の知識・技能＞
・未知語の意味を推測して，英文を理解するこ
とができる。
＜場面・状況など＞
・インタビューにおける注意点を理解しようと
している。
・聞き手や読み手に配慮して，わかりやすく自
分の睡眠習慣について説明しようとしている。

○ ○



３
学
期

13

Optional Lesson 1
May I Have Your Autograph?

＜題材内容とねらい＞
・ストーリーの展開を的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，ス
トーリーに関連する自分の考えを
話すことができる。

○ ○ ○

○ ○ 14

定期考査
○ ○ 1

合計

140

２
学
期

＜文型・文法事項＞
・さまざまな仮定法，否定語＋倒置について理
解を深め，これらを適切に活用することができ
る。
＜五領域の知識・技能＞
・やり取りをうまく継続させることができる。
＜場面・状況など＞
・プレゼンテーションの注意点を理解し，聞き
手に配慮して，わかりやすく自分自身の目標や
行動計画を説明しようとしている。

＜文型・文法事項＞
・独立不定詞・独立分詞構文，if …以外が条件
を表す仮定法について理解を深め，これらを適
切に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・文章の展開（時間的順序）に注意して，英文
を理解することができる。
＜場面・状況など＞
・ユーザーマニュアルの情報の特徴を理解しよ
うとしている。
・聞き手や読み手に配慮して，創造的であるた
めには何が必要かをわかりやすく説明しようと
している。

14

定期考査

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

Lesson 9
Traveling This Beautiful Planet

＜題材内容とねらい＞
・オーバーツーリズムの問題と新し
い旅行様式について的確に理解し，
その内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して，旅行の
写真をソーシャルメディアに挙げる
べきかどうかについて，自分の意見
を複数のパラグラフで書くことがで
きる。

＜文型・文法事項＞
・前置詞＋関係代名詞，強調構文について理解
を深め，これらを適切に活用することができ
る。
＜五領域の知識・技能＞
・パラグラフごとの役割に注意して，英文を理
解することができる。
＜場面・状況など＞
・ソーシャルメディアの特徴を理解しようとし
ている。
・旅行の写真をソーシャルメディアに挙げるべ
きかどうかについて，読み手に配慮して，自分
の意見を複数のパラグラフでわかりやすく書こ
うとしている。

○

○ 14

Lesson 8
Power to the People!

○ 13

Lesson 6
Actions to Reduce Loss and Waste

＜題材内容とねらい＞
・フードロス・フードウェイスト
の問題について的確に理解し，そ
の内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して，フー
ドロス・フードウェイストについ
てのアンケートに質問項目を追加
し，その理由を説明することがで
きる。

＜文型・文法事項＞
・完了形の分詞構文，複合関係詞について理解
を深め，これらを適切に活用することができ
る。
＜五領域の知識・技能＞
・文章の展開（対照）に注意して，英文を理解
することができる。
＜場面・状況など＞
・英語のアンケートの構成を理解しようとして
いる。
・聞き手や読み手に配慮して，アンケートに質
問項目を追加し，わかりやすくその理由を説明
しようとしている。

○ ○ ○ 14

＜題材内容とねらい＞
・電池の発展について的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，創造
的であるためには何が必要かを説
明することができる。

○ ○ ○

Lesson 7
Living with Adventure

＜題材内容とねらい＞
・南谷真鈴さんの冒険と，彼女の
メッセージについて的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，自分
自身の目標や行動計画を説明する
ことができる。

○ ○

Lesson 5
The Era of Beautiful Harmony

＜題材内容とねらい＞
・日本および世界の元号について
的確に理解し，その内容を整理し
て伝えることができる。
・日本の俳句の英訳をすることが
できる。

＜文型・文法事項＞
・関係副詞の非制限用法，同格のthatについて
理解を深め，これらを適切に活用することがで
きる。
＜五領域の知識・技能＞
・同格表現や言いかえ表現に注意して，英文を
理解することができる。
＜場面・状況など＞
・ディスカッションの役割分担を理解しようと
している。
・読み手に配慮して，わかりやすい俳句の英訳
をしようとしている。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目　論理表現II
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話

[
発

]
書

【 知　識　及　び　技　能 】 英語の４技能に必要な基本的な統語的知識と表現方法の定着

外国語

5

7

1

8

6

○

○

〇

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

自分の経験について、情報や自分の考え、
気持ちなどを伝えるために必要となる表現
の意味や働きを理解している。
予定について、情報や自分の考え、気持ち
などを伝えるために必要となる表現の意味
や働きを理解している。

　最新のものについて、情報を整理し、多
様な語句や文を用いて詳しく話して紹介す
る技能を身に付けている。
　お互いによく理解できるように、週末の
予定について、多様な語句や文を用いて、
情報や自分の考え、気持ちなどを即興で詳
しく伝え合おうとしている。

　 印象深かった授業について、受動態
や、授業で行われている内容を表す表現な
どを用いて、情報や自分の考え、気持ちな
どを即興で詳しく伝え合う技能を身に付け
ている。
　読み手によく理解してもらえるように、
贈り物について、多様な語句や文を用い
て、情報や自分の考え、気持ちを整理し、
論理の構成や展開を工夫して詳しく書いて
いる。

 日本の文化について、知覚動詞、使役動
詞や日本文化を表す表現などを用いて、情
報や自分の考え、気持ちを整理し、詳しく
発表する技能を身に付けている。
　 聞き手によく理解してもらえるよう
に、日本の文化について、情報や自分の考
え、気持ちを整理し、多様な語句や文を用
いて詳しく発表している。

配
当
時
数

〇

真摯な態度で他言語の習得と他文化を理解する

〇

〇

〇

〇

○〇

論理表現II

〇

思

○

○

○

○ ○

○

態

〇

1○

〇

単元　Lesson ３
【知識及び技能】いろいろな科学技
術や将来の社会の状況と職業などに
ついて、多様な語句や文を用いて、
情報や自分の考え、気持ちなどを即
興で詳しく伝え合う。
【思考力、判断力、表現力等】　い
ろいろな科学技術について、多様な
語句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを即興で詳しく伝え
合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会
の状況と職業について、多様な語句
や文を用いて、情報や自分の考え、
気持ちを整理し、論理の構成や展開
を工夫して詳しく書くことができ
る。

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

定期考査

〇

論理表現II 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

単元　Lesson ４
【知識及び技能】日本の文化につい
て、不定詞（進行形・受動態・完了
形の不定詞、原形不定詞）や日本文
化を表す表現などを用いて、情報や
自分の考え、気持ちなどを即興で詳
しく伝え合う。
【思考力、判断力、表現力等】日本
の文化について、情報や自分の考
え、気持ちを詳しく伝えるための多
様な語句や文を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】知覚
動詞、使役動詞の特徴やきまりに関
する事項を確認し、それを用いて身
近な人やものごとについて複数の文
を言ったり書いたりする。

領域

１
学
期

 単元　Lesson 1
【知識及び技能】助動詞の表現（
used to    should    had better
would  など　）
【思考力、判断力、表現力等】　好
きな場所を紹介する発表の原稿
【学びに向かう力、人間性等】これ
までの経験についての会話

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等 ○ 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の４技能に必要な基本的な統語的知識と表現方法の定着的確な表現を実現末うために重要な試行的な判断力の養成

MY WAY Logic and Expressinon II　三省堂

外国語

的確な表現を実現末うために重要な試行的な判断力の養成

真摯な態度で他言語の習得と他文化を理解する

論理表現II

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

知

【学びに向かう力、人間性等】

 単元　Lesson ２
【知識及び技能】印象深かった授業
について、情報や自分の考え、気持
ちを詳しく伝え合うための多様な語
句や文を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】お互
いによく理解できるように、印象深
かった授業について、多様な語句や
文を用いて、情報や自分の考え、気
持ちなどを理由とともに即興で詳し
く合っている。

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書、プリント
・一人１台端末の活用　等

〇

定期考査

外国語



〇

〇

〇

〇

〇

　 自分の関心のある人物について、that
を使った表現や人物を説明する表現などを
用いて、情報や自分の考えを整理し、詳し
く紹介する技能を身に付けている。
　聞き手によく理解してもらえるように、
自分の未来について、聞いたり読んだりし
たことを活用しながら、情報や自分の考
え、気持ちなどを整理し、論理の構成や展
開を工夫しながら、多様な語句や文を用い
て詳しく発表して伝えようとしている。

〇

〇

〇

〇〇 〇

　悩み事について、否定の表現やいろいろ
な経験・物事を説明する表現などを用い
て、情報や自分の考え、気持ちなどを即興
で詳しく伝え合う技能を身に付けている。
　読み手によく理解してもらえるように、
社会問題について、情報や自分の考えを整
理し、論理の構成や展開を工夫しながら、
多様な語句や文を用いて詳しく書こうとし
ている。

〇 〇

 聞き手によく理解してもらえるように、
「もし○○がなかったら」というタイトル
で、情報や自分の考え、気持ちを整理し、
論理の展開を工夫して、多様な語句や文を
用いて詳しく伝えている。
　ものの数や大きさなどについて、比較
（比較級、最上級、同等比較）や身近なも
のを表す表現などを用いて、情報や自分の
考え、気持ちなどを即興で詳しく伝え合う
技能を身に付けている。

〇 〇〇

12

14

7

〇 〇

読み手によく理解してもらえるように、火
星での生活について、情報や自分の考えを
整理し、論理の構成や展開を工夫しなが
ら、多様な語句や文を用いて詳しく書いて
いる。
 聞き手によく理解してもらえるように、
「もし○○がなかったら」というタイトル
で、情報や自分の考え、気持ちを整理し、
多様な語句や文を用いて詳しく伝えてい
る。

1

３
学
期

 単元　Lesson ９
【知識及び技能】悩み事や社会問題
などについて、多様な語句や文を用
いて、情報や自分の考え、気持ちな
どを即興で伝え合ったり、それらを
整理し、論理の構成や展開を工夫し
て詳し
く書いたりすることなどができる。
【思考力、判断力、表現力等】社会
問題について、多様な語句や文を用
いて、情報や自分の考えを整理し、
論理の構成や展開を工夫して詳しく
書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】身近
な社会問題（食品廃棄を減らすため
に自分たちにできることは何か）に
ついて、多様な語句や文を用いて、
情報や自分の考えを整理し、相手の
意見に応じて、論理の構成や展開を
工夫して詳しく話して伝え合うこと
ができる。

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

〇

単元　Lesson 7  ～　８
【知識及び技能】火星について、情
報や自分の考え、気持ちを詳しく伝
え合うための多様な語句や文を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】「も
し○○がなかったら」というタイト
ルで、情報や自分の考えを詳しく伝
えるための多様な語句や文を身に付
ける。
【学びに向かう力、人間性等】関係
代名詞、関係副詞の特徴やきまりに
関する事項を確認し、それを用いて
身近な人やものごとについて複数の
文を言ったり書いたりする。

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

２
学
期

 単元　Lesson ５ ～  6
【知識及び技能】無人レジについ
て、情報や自分の考え、気持ちを詳
しく伝え合うための多様な語句や文
を身に付ける。ものの大きさや世界
や日本で有名な場所などについて、
多様な語句や文を用いて、情報や自
分の考え、気持ちなどを即興で詳し
く伝え合ったり、それらを整理し、
論理の構成や展開を工夫して詳しく
話して伝えたりすることなどができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】　も
のの大きさについて、多様な語句や
文を用いて、情報や自分の考え、気
持ちなどを即興で詳しく伝え合うこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】ホテ
ルでのトラブルについて、多様な語
句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを即興で詳しく伝え
合うことができる。

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

〇

計
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 単元  Lesson 10
【知識及び技能】調べ学習で調べた
ことがらについて、多様な語句や文
を用いて、情報を即興で詳しく伝え
合うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】無生
物主語構文の特徴やきまりに関する
事項を確認し、それを用いて身近な
人やものごとについて複数の文を
言ったり書いたり
する。
【学びに向かう力、人間性等】 自
分の関心のある人物について、多様
な語句や文を用いて、情報や自分の
考えを整理し、詳しく紹介すること
ができる。

・指導事項
　会話表現の習得
・教材
　教科書　プリント
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 6

定期考査
○ ○ 〇 1

定期考査
○ ○ 〇

○ 〇 1
定期考査

○


